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２２０１４．６ 広報なかの

童謡・唱歌のふるさと中野市
～故郷、朧月夜、カチューシャの唄誕生 １００ 周年～

　
ふ
と
口
ず
さ
む
「
あ
の
歌
」、
歌
え

ば
そ
の
情
景
を
思
い
描
く
「
こ
の
歌
」

―
。
童
謡
・
唱
歌
に
は
、
日
本
人
の
心

に
染
み
込
む
よ
う
な
力
が
あ
り
ま
す
。

　
中
野
市
が
生
ん
だ
二
人
の
偉
大
な

音
楽
家
「
高
野
辰
之
」
と
「
中
山
晋

平
」
が
作
詞
・
作
曲
し
た
童
謡
・
唱
歌

は
、
文
化
庁
と
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
が
平
成
１８
年
に
行
っ

た
「
親
子
で
歌
い
つ
ご
う 

日
本
の
歌

百
選
」
に
、
全
体
の
約
１
割
と
な
る
１１

曲
が
入
り
ま
し
た
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な

い
歌
―
。
そ
ん
な
歌
を
作
っ
た
二
人
の

代
表
曲「
故
郷
」「
朧
月
夜
」「
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
の
唄
」
が
本
年
で
誕
生
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
す
。
単
な
る
「
そ
の
時
代

の
流
行
歌
」
で
は
な
い
、
未
だ
に
歌
い

継
が
れ
る
理
由
が
こ
の
歌
に
は
あ
る
の

で
す
。

　
二
人
が
生
ま
れ
育
ち
、
音
楽
家
の
原

点
と
な
っ
た
こ
の
中
野
市
。
周
り
を
見

れ
ば
、
１
０
０
年
前
と
変
わ
ら
な
い
雄

大
な
自
然
が
あ
り
、
誰
も
が
思
い
描
く

「
日
本
の
ふ
る
さ
と
」
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
か
の
山
、
か
の
川
、
菜
の
花
畑
―
。

高
野
辰
之
は
ど
ん
な
風
景
を
思
い
描
き

「
故
郷
」「
朧
月
夜
」
を
作
詞
し
た
の
で

し
ょ
う
か
―
。
ま
た
、
中
山
晋
平
は
ど

の
よ
う
な
思
い
で
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の

唄
」
を
作
曲
し
た
の
で
し
ょ
う
か
―
。

　
さ
あ
、「
故
郷
」「
朧
月
夜
」「
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
の
唄
」
を
口
ず
さ
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。
そ
こ
に
は
き
っ
と
、
自
分
だ
け
の

心
の
情
景
が
浮
か
び
上
が
る
は
ず
で
す
。



3 ２０１４．６広報なかの

　「朧月夜」は故郷と同じく、「尋常小学唱歌（六）」に掲載されました。作詞者の辰之は、下水内高等
小学校（現飯山市役所の場所）から下校途中の辺りに咲き乱れる「菜の花」を歌に詠んだとされています。
　しかし、当時学校までの通学距離約 １１㎞の間であちこちに栽培されており、具体的な場所は特定さ
れていません。また、辰之が幼い頃よく遊んだとされる眞

し ん ぽ う じ

宝寺にある鐘楼が、曲中の「鐘の音」と言わ
れていますが、同じ北永江の天

て ん し ょ う じ

正寺（生家から３分程度辰之生家の菩提寺）だとする説もあります。

▲春の永江地区には、菜の花が咲き
誇る景色が広がります

▲曲中の「鐘の音」と言われ
ている眞宝寺の鐘楼

作
詞
／
高
野
辰
之

作
曲
／
岡
野
貞
一

朧
月
夜
（
お
ぼ
ろ
づ
き
よ
）

菜
の
花
畑
に
　
入
り
日
う
す
れ

見
わ
た
す
山
の
は
　
か
す
み
深
し

春
風
そ
よ
ふ
く
　
空
を
見
れ
ば

夕
月
か
か
り
て
　
に
お
い
あ
わ
し

里
わ
の
ほ
か
げ
も
　
森
の
色
も

田
中
の
小
道
を
　
た
ど
る
人
も

か
わ
ず
の
鳴
く
音
も
　
か
ね
の
音
も

さ
な
が
ら
か
す
め
る
　
お
ぼ
ろ
月
夜

　「カチューシャの唄」は、大正３（1914）年３月、島村抱月と松
ま つ い

井須
す ま こ

磨子の芸術座第３回公演に上演
されたトルストイ原作「復活」の劇中歌です。「学校の唱歌でも困るし、教会の讃美歌でも困る。西洋
の音楽と日本の民謡の中間を…」との抱月の難しい注文に、晋平は呻

し ん ぎ ん

吟するばかりでした。曲の途中で
民謡の囃子言葉のように「ララ」と扱って、曲全体を引き締めているのが特徴で、数千枚売れれば大当
たりと言われた当時で 2万枚以上を売り上げたという説もあるほど、空前の大ヒット曲となりました。

▲記念館敷地内にカチュ
ーシャの像があります

作
詞
／
島し

ま
む
ら村
抱ほ

う
げ
つ月

　
　
　
相そ

う

ま馬
御ぎ

ょ
ふ
う風

作
曲
／
中
山
晋
平

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄（
う
た
）

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
か
わ
い
や

わ
か
れ
の
つ
ら
さ

せ
め
て
淡
雪
　
と
け
ぬ
間
と

神
に
願
い
を
（
ラ
ラ
）
か
け
ま
し
ょ
か

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
か
わ
い
や

わ
か
れ
の
つ
ら
さ

今
宵
一
夜
に
　
降
る
雪
の

明
日
は
野
山
の
（
ラ
ラ
）
路
か
く
せ

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
か
わ
い
や

わ
か
れ
の
つ
ら
さ

せ
め
て
又
逢
う
　
そ
れ
ま
で
は

お
な
じ
姿
で
（
ラ
ラ
）
い
て
た
も
れ

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
か
わ
い
や

わ
か
れ
の
つ
ら
さ

つ
ら
い
わ
か
れ
の
　
涙
の
ひ
ま
に

風
は
野
を
吹
く
（
ラ
ラ
）
日
は
く
れ
る

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
か
わ
い
や

わ
か
れ
の
つ
ら
さ

ひ
ろ
い
野
原
を
　
と
ぼ
と
ぼ
と

ひ
と
り
出
て
い
く
（
ラ
ラ
）
あ
す
の
旅

　文部省唱歌「故郷」は、「尋常小学唱歌（六）」（大正３（1914）年文部省）に初めて掲載されました。
　作詞者の高野辰之と作曲者の岡野貞一は、ともに東京音楽学校教授と文部省小学校唱歌教科書編

へ ん さ ん

纂委
員を兼任し、多くの名作唱歌を世に送りました。市内に現存する作詞者が生まれ育った家の裏手には、
ウサギ追いを楽しんだ「かの山」が拡がり、反対側には小鮒を釣った「かの川」が流れています。

▲生家のある永江地区からは、かの
山（熊坂山・大平山）が望めます
◀ふるさと橋のたもとには、かの川（班
川）に沿って、遊歩道があります

作
詞
／
高
野
辰
之

作
曲
／
岡お

か

の野
貞て

い
い
ち一

故
郷
（
ふ
る
さ
と
）

う
さ
ぎ
追
い
し
　
か
の
山

小
ぶ
な
つ
り
し
　
か
の
川

夢
は
今
も
　
め
ぐ
り
て

忘
れ
が
た
き
　
ふ
る
さ
と

い
か
に
い
ま
す
　
父
母

つ
つ
が
な
し
や
　
友
が
き

雨
に
風
に
　
つ
け
て
も

思
い
い
づ
る
　
ふ
る
さ
と

志
を
　
果
た
し
て

い
つ
の
日
に
か
　
帰
ら
ん

山
は
青
き
　
ふ
る
さ
と

水
は
清
き
　
ふ
る
さ
と

※QRコードを読み込むとメロディーが流れます。



高
野
辰
之

　
高
野
辰
之
は
、明
治
９
年
４
月
13
日
、

下
水
内
郡
永
江
村
（
現
在
市
内
大
字
永

江
）
に
生
ま
れ
た
。
厳
し
さ
の
中
に
も

愛
に
満
ち
た
家
庭
環
境
と
豊
か
な
自
然

環
境
の
中
で
育
っ
た
こ
と
が
、
後
の
名

曲
の
作
詞
に
つ
な
が
る
。

　
14
歳
で
下
水
内
高
等
小
学
校
を
卒
業

し
、
母
校
の
永
田
尋
常
小
学
校
の
代
用

教
員
を
勤
め
る
。
そ
の
後
、
長
野
県
尋

常
師
範
学
校
（
現
在
は
信
州
大
学
へ
統

合
）
へ
進
学
し
、
卒
業
後
の
上う

え

だ田
萬か

ず
と
し年

博
士
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
本
格
的
な

文
学
研
究
を
始
め
る
。
博
士
の
下
で
国

語
・
国
文
学
を
研
究
し
、
や
が
て
「
文

部
省
国
語
教
科
書
編へ

ん
さ
ん纂

委
員
」
に
選
ば

れ
る
。
国
が
初
め
て
発
行
し
た
国
定
音

楽
教
科
書
「
尋
常
小
学
唱
歌
」
を
編
纂

す
る
中
で
、
唱
歌
や
全
国
各
地
の
校
歌

を
作
詞
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
唱
歌
の
作
詞
は
職
務
と
し
て
始
め
た

も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
編
纂
委
員
で

鳥
取
県
鳥
取
市
出
身
の
作
曲
家
、
岡お

か

の野

貞て
い
い
ち一
と
の
コ
ン
ビ
に
よ
り
作
ら
れ
た

「
故
郷
」、「
朧
月
夜
」
な
ど
の
唱
歌
は
、

文
部
科
学
省
が
定
め
る
現
在
の
小
学
校

共
通
教
材
24
曲
の
う
ち
、
６
曲
ま
で
を

占
め
て
い
る
。

　
日
本
に
住
む
誰
も
が
大
人
に
成
長
し

て
い
く
過
程
に
、
必
ず
高
野
辰
之
の
歌

が
あ
る
。
聞
く
人
の
心
に
故
郷
へ
の
想

い
と
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
る
高
野
辰
之

の
歌
は
、
ま
さ
に
日
本
の
心
の
歌
と
い

え
る
。

日
本
の
心
の
歌
を
作
っ
た

偉
大
な
る
国
文
学
者

　
辰
之
が
亡
く
な
っ
た
当
時
、
私
は
４

歳
で
あ
っ
た
た
め
、
本
人
と
の
思
い
出

は
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、

１
０
０
年
た
っ
た
今
も
、「
故
郷
」「
朧

月
夜
」
が
歌
わ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
は

す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
辰
之
の
こ
と
は
、「
何
事
に
も
勉
強

家
で
あ
り
、
文
学
以
外
に
も
建
築
・
経

済
な
ど
雑
学
に
詳
し
い
人
だ
っ
た
」
と

聞
い
て
い
ま
す
。
自
分
で
勉
強
し
て
学

者
に
な
り
、
作
詞
家
と
し
て
歴
史
に
残

る
名
曲
も
作
っ
た
辰
之
は
、
一
言
で
言

い
つ
ま
で
も
日
本
人
の
心

の
故
郷
で
あ
っ
て
ほ
し
い

え
ば
「
偉
い
人
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
故
郷
の
２
番
の
歌
詞
に
「
い

か
に
い
ま
す
父
母
（
ど
う
し
て
い
ま
す

か
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
）」
と
歌
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
辰
之
が
一
番
大
切

に
思
っ
て
い
た
の
は
、
両
親
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
辰
之
の
歌
を
聞

け
ば
、
誰
も
が
故
郷
の
情
景
を
思
い
出

す
の
は
、
そ
う
い
っ
た
原
点
を
大
切
に

す
る
部
分
に
、
皆
さ
ん
が
共
感
し
て
い

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
各
地
で
未
だ
に
故
郷
、
朧
月
夜

が
歌
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
辰
之
の
感
性

を
作
り
上
げ
た
の
は
こ
の
地
域
の
自

然
・
風
土
で
あ
り
、
辰
之
の
原
点
が
こ

こ
に
あ
っ
た
こ
と
を
皆
さ
ん
に
も
忘
れ

な
い
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
離
れ
て
い
て
も
「
歌
で
故
郷
を
思
い

出
せ
る
辰
之
の
歌
」
が
、
い
つ
ま
で
も

日
本
人
の
心
の
故
郷
で
あ
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

４２０１４．６ 広報なかの

高
野
辰
之
生
家

髙た

か

の野
良よ

し
ゆ
き之

さ
ん



中
山
晋
平
生
家

１
０
０
年
後
も
今
と
変
わ
ら
ず

歌
い
継
が
れ
て
ほ
し
い

中な
か
や
ま山

治お
さ
む

さ
ん

　
華
々
し
い
活
躍
を
し
て
い
た
「
芸
術

座
」
の
劇
中
歌
、
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄

を
作
曲
し
た
こ
と
で
、
晋
平
の
作
曲
家

人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
島
村
抱
月
に
「
大
衆
の
た
め
の
唄
を

作
れ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、
後
の
作

曲
に
も
つ
な
が
り
、
未
だ
に
歌
い
継
が

れ
る
名
曲
の
数
々
を
作
曲
で
き
た
要
因

と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
晋
平
の
父
　
実じ

つ
の
す
け

之
助
は
和
歌
な
ど
を

自
ら
学
ん
で
お
り
、
母
　
ぞ
う
は
、
江

部
の
山
田
家
の
分
家
と
し
て
生
ま
れ
、

教
育
係
だ
っ
た
岩い

わ

い井
貞て

い

こ子
か
ら
女
子

教
育
と
し
て
歌
や
学
問
を
学
ん
で
い

ま
す
。「
中
野
市
か
ら
偉
大
な
作
曲
家

が
よ
く
生
ま
れ
た
も
の
だ
」
と
話
さ
れ

て
い
る
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
、
両
親
か

ら
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
た
部
分
も
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
晋
平
は
良
い
作
詞
家
に
出
会

え
た
こ
と
が
幸
せ
で
し
た
。
芸
術
座
が

解
散
し
た
後
も
、
節
目
節
目
で
良
き
人

に
出
会
え
た
こ
と
が
晋
平
の
大
成
に
つ

な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
は
、
昔
ほ
ど
童
謡
を
歌
う
機
会
が

無
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
し
っ

か
り
子
ど
も
た
ち
に
も
教
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
日
本
人
が
日
本
人
で

あ
る
限
り
「
残
っ
て
い
く
歌
」
が
必

ず
あ
る
の
で
、
晋
平
の
優
し
い
歌
が
、

１
０
０
年
後
も
今
と
変
わ
ら
ず
歌
い
継

が
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

５ ２０１４．６広報なかの

中
山
晋
平

現
代
歌
謡
の
礎
を
築
い
た

東
洋
の
フ
ォ
ス
タ
ー

　
中
山
晋
平
は
、明
治
20
年
3
月
22
日
、

下
高
井
郡
新
野
村
（
現
在
市
内
大
字
新

野
）
に
生
ま
れ
た
。

　
音
楽
に
憧
れ
を
抱
い
た
の
は
１３
歳
の

春
、
赤
十
字
の
地
方
大
会
に
来
て
い
た

楽
隊
の
音
楽
を
聴
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
あ
っ
た
。

　
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
教
員
資
格
を

取
得
し
た
晋
平
は
、
小
学
校
の
代
用
教

員
と
し
て
音
楽
授
業
を
行
う
中
で
音
楽

に
対
す
る
思
い
を
強
く
す
る
。
そ
ん
な

折
、
島
根
県
浜
田
市
出
身
の
島し

ま
む
ら村

抱ほ
う
げ
つ月

が
書
生
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

上
京
を
決
意
し
島
村
家
の
書
生
と
な
る
。

　
長
野
市
出
身
の
松ま

つ

い井
須す

ま

こ

磨
子
ら
と
島

村
抱
月
が
旗
上
げ
し
た
「
芸
術
座
」
は
、

第
３
回
公
演
の
中
で「
劇
中
歌
の
挿
入
」

を
試
み
よ
う
と
し
た
。
抱
月
は
作
曲
を

誰
に
頼
ん
だ
ら
よ
い
か
新
潟
県
糸
魚
川

市
出
身
の
詩
人
、
相そ

う

ま馬
御ぎ

ょ
ふ
う風

に
相
談
す

る
と
、
中
山
晋
平
を
推
薦
す
る
。

　
こ
う
し
て
、
島
村
抱
月
・
相
馬
御
風

作
詞
、
中
山
晋
平
作
曲
の
「
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
の
唄
」
が
完
成
す
る
。
劇
中
で
松

井
須
磨
子
が
歌
う
と
、
芝
居
と
と
も
に

歌
も
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

　
中
山
晋
平
は
こ
の
後
も
、「
ゴ
ン
ド

ラ
の
唄
」
な
ど
劇
中
歌
だ
け
で
な
く
、

日
本
古
来
の
リ
ズ
ム
・
方
言
・
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
作
曲
を
行

い
、「
砂
山
」、「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」、「
中

野
小
唄
」
な
ど
童
謡
や
地
方
民
謡
を
発

祥
し
、
現
代
歌
謡
の
礎
を
築
い
た
。
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　父である久石譲の出身地「信州中野」で待望のコンサートです。
　第１部では、中山晋平・高野辰之メドレーなど童謡を現代風に歌い、
第2部ではナウシカ誕生 30 年を記念して、麻衣さん自身が4歳時に
歌った「ナウシカレクイエム」を再び歌います。
　また、宮崎駿作詞「ひまわりの家の輪舞曲」、「小さな写真」も歌う
など、麻衣さんが中野を、信州を、日本の心を歌います。

○期日　６月 22 日㈰
○時間　開演：午後４時 (開場：午後３時 30 分 )
○会場　中野市市民会館ホール
○入場料　2,000 円(全席自由)※未就学の方はご遠慮ください。
○チケットの販売所　文化スポーツ振興課、中山晋平記念館、高野辰
之記念館、中野陣屋・県庁記念館、豊田文化センター、㈱ヒオキ楽
器中野店シンフォニア、市内セブンイレブン各店
　※e+ (イープラス )でも販売しています（http://eplus.jp）
○主催　晋平・辰之メモリアル企画推進委員会（中山晋平記念会）
○共催　中野市

晋平　　辰之
ナウシカ　
うたう

を、 を、
を、

　市では、姉妹都市、知音都市、信越９市町村（信越自然郷）など、
ゆかりのある市町村と連携を図り、音楽による交流促進と音楽
文化の発展に寄与することを目的として、「童謡・唱歌のふる
さと信州中野アンサンブルフェス」を開催します。
　「バラと音楽の交流」をテーマに、音楽祭を通して高野辰之・
中山晋平両先生の偉業を称え、後世に受け継ぐとともに、「童謡・
唱歌のふるさと」として全国に発信していきます。

童謡・唱歌のふるさと
信州中野アンサンブルフェス

　本市にゆかりの童謡・唱歌など、音楽の魅力を情報発信し、
本市を広くＰＲするため、久

ひ さ い し

石譲
じょう

さんの愛娘「麻
ま い

衣さん」を
中野市音楽親善アンバサダー（大使）に任命します。
　また、信州中野アンサンブルフェス内で任命式典を行います。

○期日　６月 21 日㈯
○時間　開演：午後１時 30 分
○会場　中野市市民会館ホール
○入場料　無料
○参加予定団体　音楽姉妹都市（仙台市・北茨城市）、カチュー
シャの唄でつながる知音都市（糸魚川市・浜田市）、信越自
然郷および近隣自治体（飯山市・山ノ内町・木島平村・飯綱
町・小布施町）、唱歌「故郷」作曲岡野貞一氏出身地（鳥取市）

○主催　中野市

問い合わせ先　文化スポーツ振興課文化振興係　☎（２２）２１１１（内線３９４）

中野市音楽親善アンバサダー任命式

麻衣さん

麻
ま い

衣コンサート2014
～ with a great gift from NAUSICAA 30th aniv. ～

晋平・辰之メモリアル

故郷、朧月夜、カチューシャの唄
～誕生１００周年記念イベントの紹介～
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住 中野市大字新野 76
☎（２２）７０５０

中山晋平記念館
住 中野市大字永江 1809
☎（３８）３０７０

高野辰之記念館

料

開

休

３月～11月 ／ 午前９時～午後５時
12月～２月 ／ 午前９時 30 分～午後４時

４月～11月 ／ 休館日なし
12月～３月 ／ 祝日以外の月曜日

および年末年始
（12 月 29 日～１月３日）

一般　３00 円（20 人以上団体は１人 230 円）
高校生 150 円　（20 人以上団体は１人 100 円）
中学生以下　無料

料

開

休

３月～11月 ／ 午前９時～午後５時
12月～２月 ／ 午前９時 30 分～午後４時

４月～11月 ／ 休館日なし
12月～３月 ／ 祝日以外の月曜日

および年末年始
（12 月 29 日～１月３日）

一般　３00 円（20 人以上団体は１人 230 円）
高校生 150 円　（20 人以上団体は１人 100 円）
中学生以下　無料

～高野辰之博士・中山晋平先生への想い～皆さんの 声

　辰之博士の「故郷」は全国の
誰もが歌え、とても親しみやす
い歌だと思います。私は「フォ
トサークル写心」というサーク
ルで写真を撮っていますが、「ふ
るさとの風景」を撮るにも、こ
の地域の景色が一番ふさわしい
ですし、この素晴らしい景色が
あったから素晴らしい歌が生ま
れたのだと思います。誰もが親
しめるこの歌が、これからも
ずっと歌い継がれてほしいです。

interview

高
た か み さ わ

見澤清
きよし

さん　（安源寺）

ずっと歌い継がれてほしい
中
な か や ま

山和
か ず こ

子さん　（新野）

小学生のころから歌っています

　「故郷」、「朧月夜」は尋常小
学唱歌だったので、今でも歌っ
ています。また、晋平さんの
「カチューシャの唄」は両親が
歌っていたのでよく覚えていま
す。両親からは、晋平さんは几
帳面で、「らしく」という言葉
が好きな人だったと聞いていま
す。「自分らしく見栄を張るこ
とはない」という意味だと思い
ますが、そんな晋平さんの歌を
これからも歌っていきたいです。

　２年前に高野辰之記念館に行
き、今年は念願の中山晋平記念
館に来ることができました。み
んなでコーラスをしていますが、
お二人の歌を歌えば自分たちが
育った情景が浮かんできて、ま
るで自分の体の中に歌が染み込
んでいるようです。現在、童謡・
唱歌を歌う機会が減っています
が、この素晴らしい歌をぜひ歌
い継いでいってもらいたいです。

（左から）大
お お た わ

多和正
ま さ え

江さん、横
よ こ み ぞ

溝トミさん

体の中に染み込んでいる歌

佐
さ さ き

々木富
ふ き

貴さん、植
う え く さ

草良
よ し こ

子さん（千葉県）
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　（
仮
称
）
山
田
家
資
料
館
で
は
、
特
別
展

お
よ
び
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　テ
ー
マ
　
江
戸
時
代
後
期
北
信
濃
の
文
化

と
文
人
山や

ま

だ田
松し

ょ
う
さ
い斎

―
そ
の
思
想
と
学
問
―

主
な
展
示
品
　

○
山
田
松
斎
自
作
の
「
七し

ち
げ
ん
き
ん

絃
琴
」
享
和
３

（
１
８
０
３
）
年

○
松
斎
著
の
「
経
典
穀
名
考
」
と
「
版
木
」

文
政
１0
～
13
（
１
８
２
７
～
30
）
年

○
亀か

め

だ田
鵬ぼ

う
さ
い斎
の
扁
額
「
宝
善
堂
」
江
戸
時

代
後
期

期
間
　
６
月
７
日
㈯
～
６
月
２２
日
㈰

会
場
　（
仮
称
）
山
田
家
資
料
館

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

入
館
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　（
仮
称
）
山
田
家
資
料
館

テ
ー
マ
　
近
世
近
代
に
お
け
る
先
進
的
な

地
方
文
化
形
成
―
中
野
市
山
田
家
資
料
に

見
る
文
化
受
容
の
在
り
方
に
つ
い
て
―

（仮称）山田家資料館

特別展・講演会開催

特
別
展
示

　
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
へ
、
北

信
濃
に
花
ひ
ら
い
た
漢
詩
文
芸
活
動

の
う
ね
り
は
、
や
が
て
近
代
日
本
の

国
民
歌
謡
・
唱
歌
を
生
み
出
す
源
流

と
な
る
。（「
故
郷
」、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ

の
唄
」
１
０
０
年
に
よ
せ
て
）

期
日
　
６
月
１５
日
㈰

会
場
　
中
野
市
立
博
物
館
休
憩
室

講
師
　
筑
波
大
学
　
守も

り

や屋
正ま

さ
ひ
こ彦
教
授

時
間
　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分
（
受
付
開

始
午
後
１
時
３０
分
か
ら
）

受
講
料
　
　
無
料

定
員
　
７０
人
（
要
申
し
込
み
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
申
し
込
み
を
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
先
　（
仮
称
）
山
田
家
資
料
館

へ
、
直
接
あ
る
い
は
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

特
別
展
講
演
会

　
江
戸
時
代
の
中
野
は
、
た
ぐ
い
ま

れ
な
優
れ
た
文
化
を
醸
成
し
た
。

　
大
名
を
中
心
と
し
て
文
化
が
花
開

い
た
の
で
は
な
く
、幕
府
直
轄
地
（
天

領
）
と
し
て
文
化
が
花
開
い
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
、
近
世
中
野
の
在
村

文
化
の
特
徴
が
あ
る
。

　
そ
の
文
化
形
成
に
主
導
的
な
役

割
を
果
た
し
た
の
が
、
山
田
家
７

代
当
主
山
田
松
斎
（
１
７
６
９
～

１
８
４
０
）
で
あ
っ
た
。

　
山
田
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
（
仮
称
）
山

田
家
資
料
館
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
書
画
・

工
芸
品
の
資
料
目
録
を
刊
行
し
ま
し
た
。

収
蔵
品
目
録
発
刊
の
お
知
ら
せ

　
筑
波
大
学 

守
屋
正
彦
教
授
、
東
京
芸

術
大
学
大
学
院 

木き

じ

ま島
隆た

か
や
す康

教
授
、
東
京

芸
術
大
学
大
学
美
術
館 

古ふ

る

た田
亮り

ょ
う

教
授
、

長
野
県
短
期
大
学 

横よ
こ
や
ま山

憲の
り
な
が長

教
授
、
長

野
県
信
濃
美
術
館 

伊い

と

う藤
羊よ

う

こ子
学
芸
員
に

も
執
筆
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
あ
り
ま
す
。

本文 １４４ ページ
（うち、カラー図版 ３２ ページ）

頒布価格　1,500 円

収蔵品目録

▲松斎自作「七絃琴」▼亀田鵬斎書「宝善堂」

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
・
頒
布
先

（
仮
称
）
山
田
家
資
料
館

☎
�
２
９
５
５

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
文
化
財

係
（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
２
）

中
野
市
立
博
物
館

☎
�
２
０
０
５
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５
月
市
議
会
臨
時
会
が
５
月
１
日
に
招

集
さ
れ
、
１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
専
決
処
分
の
報
告
４

件
、
条
例
案
２
件
、
補
正
予
算
案
１
件
、

人
事
案
４
件
の
合
わ
せ
て
１１
件
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決

お
よ
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
の
人
事
構
成
に
係
る
議
案

に
つ
い
て
な
ど
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告

・「
中
野
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
の
専
決
処
分
の
報
告

・「
中
野
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
の
専
決
処
分
の
報
告

・「
中
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」の
専
決
処
分
の
報
告

・「
平
成
２５
年
度
中
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）
」
の
専
決
処
分
の
報
告

条
　
例

教
育
委
員
長
に

長な
が
し
ま島 

克か

つ

み己
さ
ん

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、５
月
１2
日
、

臨
時
教
育
委
員
会
を
開
催
し
、
教
育

委
員
長
に
、
長
島
克
己
さ
ん
を
選
出

し
ま
し
た
。

補 

正 

予 

算

５
月
市
議
会
臨
時
会
報
告

　
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
に
開
催
さ
れ
た
５
月
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
正
副

議
長
や
各
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
、市
議
会
の
新
し
い
人
事
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
芋い

も
が
わ川

吉よ
し
た
か孝

さ
ん
、
副
議
長
に
髙た

か

の野
良よ

し
ゆ
き之

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

人
　
事

・「
中
野
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
」
の
一

部
改
正

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共

済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
非
常
勤
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

を
図
る
た
め
、
退
職
報
奨
金
の
支
給
額
を

引
き
上
げ
ま
し
た
。

・「
中
野
市
青
少
年
問
題
協
議
会
条
例
」

の
一
部
改
正

市
議
会
の
人
事
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

　
第
３
次
一
括
法
の
施
行
に
伴
う
地
方
青

少
年
問
題
協
議
会
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
月
の
豪
雪
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
た

農
業
施
設
な
ど
の
復
旧
事
業
費
な
ど
に
つ

い
て
、
平
成
２６
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に

３
億
４
４
３
２
万
余
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
予
算
額
を
２
０
３
億
８
４
３
２
万
余

円
と
し
ま
し
た
。

《
教
育
委
員
会
委
員
》

　
市い

ち
む
ら村
尚ひ

さ

と人
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
に
長な

が
し
ま島
克か

つ

み己
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

《
監
査
委
員
》

　
深ふ

か

お尾
智と

も
か
ず計

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
松ま

つ

の野
繁し

げ

お男
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

《
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
》

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
藤ふ

じ
ま
き巻
清き

よ
か
ず一
委
員
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
、
浅あ

さ
ぬ
ま沼

正ま

さ

お雄
委
員
の
後
任

に
小こ

ば
や
し林

伸の

ぶ

お雄
氏
を
、
黒く

ろ
い
わ岩

守も

り

と人
委
員
の
後

任
に
林は

や
し

紘こ
う
い
ち一

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
議
会

の
同
意
を
得
ま
し
た
。

《
倭
財
産
区
管
理
委
員
》

　
倭
財
産
区
管
理
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
永え

い
ざ
わ沢
清す

が

お生
委
員
を
引
き
続
き
選
任
す

る
こ
と
に
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。教育委員長　長島克己さん

議　長　芋川吉孝さん

副議長　髙野良之さん
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市
で
は
、
廃
棄
物
（
ご
み
）
の
不
法
投

棄
と
違
法
な
野
外
焼
却
の
防
止
を
目
的
と

し
て
、
早
朝
・
夜
間
の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
や
違
法
な
野
外
焼
却
は
犯
罪

で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
環
境

に
も
悪
影
響
を
与
え
る
の
で
、
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
の
禁
止

　
廃
棄
物
（
ご
み
）
を
処
理
す
る
場
合

は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
、
決
め
ら
れ
た

ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
適
正
に
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

土
地
の
管
理
を
十
分
に
行
い
、
捨
て
ら
れ

な
い
環
境
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

買
い
替
え
の
場
合
…
購
入
先
の
店
に
引
き

取
っ
て
も
ら
う
。

処
分
の
み
…
購
入
し
た
店
ま
た
は
処
理
業

者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
。

自
分
で
処
分
す
る
場
合
…
郵
便
局
で
リ
サ

イ
ク
ル
料
を
振
り
込
み
、
製
品
を
指
定
取

引
場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

指
定
取
引
場
所
　
信
州
名
鉄
運
輸
株
式
会

社
長
野
指
定
引
取
所
（
長
野
市
真
島
町
川

合
２
４
０
‐
１
）

☎
０
２
６
（
２
１
４
）
７
５
５
６

違
法
な
野
外
焼
却
の
禁
止

　
剪
定
枝
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
野
焼
き
な

ど
、
農
林
業
を
営
む
上
で
や
む
を
得
な
い

も
の
を
除
き
、
野
外
焼
却
は
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合

で
も
、
周
辺
か
ら
の
苦
情
な
ど
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
剪
定
枝
な
ど
を
焼
却
す
る
際
は
住
宅
周

辺
を
避
け
る
と
と
も
に
、
事
前
に
近
所
に

声
を
掛
け
、
時
間
帯
や
風
向
き
に
注
意
す

る
な
ど
、
周
辺
に
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
・
違
法
な
野
外
焼
却
は

犯
罪
で
す
！

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫

の
処
分
方
法

問　環境課　☎（22）２１１１　　環境係（内線２４７）・衛生係（内線245)

不法投棄・違法な野外
焼却の罰則規定
個人…５年以下の懲役、
もしくは １，０００ 万円以下
の罰金、またはこの併科

法人両罰規定
…３億円以下
の罰金

　
ア
レ
チ
ウ
リ
は
ウ

リ
科
の
１
年
生
の
植

物
で
す
。

 

長
い
つ
る
で
他
の

植
物
に
覆
い
か
ぶ
さ

り
、
そ
の
植
物
の
成

長
を
妨
げ
る
外
来
植

物
で
す
。

　
そ
の
旺
盛
な
繁
茂
に
よ
り
在
来
の
生
態

系
を
破
壊
し
、
動
植
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
環
境
省
も
駆
除
す
べ
き
「
特

定
外
来
生
物
」
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

 

ア
レ
チ
ウ
リ
の
駆
除
に
は
、
環
境
へ
の

影
響
が
小
さ
い｢

抜
き
取
り｣

の
方
法
が

効
果
的
で
す
。

駆
除
の
ポ
イ
ン
ト

○
種
を
付
け
る
前
に
抜
き
取
る

○
で
き
る
だ
け
小
さ
い
う
ち
に
抜
き
取
る

○
１
年
に
数
回
抜
き
取
る
（
６
月
中
旬
、

７
月
下
旬
、
９
月
上
旬
な
ど
）

○
ア
レ
チ
ウ
リ
が
現
れ
な
く
な
る
ま
で
数

年
間
続
け
る

　
ま
た
、
ス
ギ
・
イ
ネ
科
植
物
と
並
ん

で
、
花
粉
症
の
原
因
と
な
る
ブ
タ
ク
サ
、

オ
オ
ブ
タ
ク
サ
も
外
来
植
物
で
、
在
来
種

を
駆
逐
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
種

子
が
飛
散
す
る
８
月
か
ら
１０
月
よ
り
前

に
、
抜
き
取
り
や
刈
り
取
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

ア
レ
チ
ウ
リ
を

　
駆
除
し
ま
し
ょ
う
！

▲アレチウリ

考えよう　地球のこと

始めよう　環境への取り組み

６月は環境月間です
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ご
み
の
出
し
方
が
守
ら
れ
て
い
な
い
場

合
、
ご
み
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
正
し
い
ご
み
の
出
し
方
を
再
確
認
し

て
、
ご
み
の
出
し
方
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
ご
み
は
、
必
ず
市
の
指
定
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
可
燃
ご
み
や
埋
立
ご
み
は
、
証
紙
シ
ー

ル
が
印
刷
さ
れ
た
「
中
野
市
指
定
ご
み
袋

を
」
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
ご
み
は
、
居
住
区
ご
と
に
決
め
ら
れ
た

「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
、
決
め
ら
れ

た
「
収
集
日
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
各
区
で
管
理
し

て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
居
住
区
以
外
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ご
み
出
し
は
ル
ー
ル

違
反
で
す
。

　
ま
た
、
収
集
日
は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認

し
て
、
ご
み
収
集
日
以

外
の
と
き
は
ご
み
を
出

さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
袋
で

出
し
ま
し
ょ
う

チェック①

▲指定ゴミ袋（可燃）

決
め
ら
れ
た
場
所
・
収
集
日

に
出
し
ま
し
ょ
う

チェック②　
分
別
方
法
が
守
ら
れ
て
い
な
い
ご
み
は

収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
み
の
分
別
方
法
に
つ
い
て
は
、「
ご

み
と
資
源
物
の
分
け
方
・
出
し
方
　
保
存

版
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
環
境
課
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
ず
、
収
集
で
き
な
い

ご
み
に
は
、「
な
ぜ
出
せ
な
い
か
」
が
分

か
る
よ
う
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
ま
す
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
た
ご
み
を
出
し

た
方
は
、
ご
み
を
持
ち
帰
り
、
改
善
後
、

再
度
出
し
直
し
て
く
だ
さ
い
。

分
別
方
法
を
守
っ
て

出
し
ま
し
ょ
う

チェック③

Ｑ　

資
源
物
の
び
ん
は
ラ
ベ
ル
を
取
ら
な

く
て
い
い
の
で
す
か
？

Ａ
　
紙
素
材
で
あ
れ
ば
剥
が
さ
な
く
て
も

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
、
そ
れ
以
外
の
素
材
に
つ

い
て
は
剥
が
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
金
属
類
の
複
合
製

品
の
出
し
方
は
？

Ａ
　
で
き
る
限
り
分
解
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
部
分
は
可
燃
ご
み
、
金
属
部
分
は
金

属
類
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
分
解
し
き
れ
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い

て
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
方
が
多
い
場

合
は
可
燃
ご
み
、
金
属
部
分
の
方
が
多

い
場
合
は
金
属
類
と
し
て
ご
み
出
し
を

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

小
型
の
家
電
製
品
は
ど
う
や
っ
て
出

せ
ば
い
い
の
？

Ａ
　
金
属
類
と
し
て
ご
み
出
し
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
袋
に
入
る
サ
イ
ズ
で
あ
れ
ば
、
金
属

類
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
袋
に
入
ら
な
い
物
に
つ
い
て

は
、
東
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
搬
入

手
続
き
の
上
、
不
燃
物
処
理
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

▲ステッカーの例

よ
く
あ
る
質
問
Ｑ
＆
Ａ

昨年、ルールが守られず最も収集できなかった物は、「プラスチック製の容器包装」です。
「汚れが残った物」や「プラスチック製容器包装に該当しない物」は可燃ごみです。
正しい分別を心掛けましょう。

プラスチック製容器包装の分別を確認しましょう

指定ゴミ袋（プラ）
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体
験
型
の
自
然
観
察
会
「
千
曲
川
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
」
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
、
大

人
の
方
（
中
学
生
以
上
）
も
参
加
で
き
る

期
日
を
設
け
ま
し
た
。

　
ボ
ー
ト
か
ら
千
曲
川
の
自
然
環
境
を
観

察
し
、
川
の
生
き
物
、
水
の
汚
れ
な
ど
が
、

今
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
調
べ
、

貴
重
な
体
験
の
中
で
自
然
環
境
の
保
全
の

重
要
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
機

会
で
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

期
間
　
８
月
１
日
㈮
～
６
日
㈬
（
各
日
、

午
前
の
部
、
午
後
の
部
の
２
回
）

参
加
対
象　

市
内
小
学
校
２
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
や
親
子

※
た
だ
し
、
３
日
㈰
は
、
市
内
在
住
の
大

人
の
方
（
中
学
生
以
上
）
の
み
を
対
象

と
し
ま
す
。（
小
学
２
年
生
以
上
の
方

の
同
伴
は
可
能
で
す
）

定
員
　
各
日
午
前
の
部
、
午
後
の
部
そ
れ

ぞ
れ
24
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽

選
を
行
い
ま
す
）

行
程
お
よ
び
所
要
時
間
　
千
曲
川
を
２
時

間
程
度
（
篠
井
川
合
流
付
近
か
ら
古
牧
橋

上
流
堤
防
部
分
ま
で
）

申
し
込
み
方
法
　
６
月
３０
日
㈪
ま
で
に
、

該
当
す
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、環
境
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
小
学
生
の
方
　
各
学
校
経
由
で
配
布
さ

れ
て
い
る
参
加
申
込
書

②
大
人
の
方
（
中
学
生
以
上
）　
広
報
な

か
の
６
月
号
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
参

加
申
込
書

　
な
お
、
申
し
込
み
は
「
な
が
の
電
子

申
請
サ
ー
ビ
ス
」（http://w

w
w.shinsei.

elg-front.jp/nagano/

）
か
ら
も
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

千
曲
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す

募集

▲昨年のラフティングの様子

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
環
境
保
全
に
つ
い

て
、
楽
し
み
な
が
ら
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
と
し
て
、「
２
０
１
４
信
州
中
野
環
境

祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
自
然
環
境
か
ら
地
球
環

境
に
至
る
環
境
問
題
を
共
に
考
え
、
環
境

保
全
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
、
一
緒
に
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
皆
さ

ん
を
募
集
し
ま
す
。

期
日
　
10
月
５
日
㈰

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場
　
中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
予
定
）

　
環
境
に
優
し
い
取
り
組
み
な
ど
の
事
例

を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
、
団
体
、

学
校
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　
紹
介
し
て
い
た
だ
く
方
法
は
、
展
示
、

発
表
会
の
い
ず
れ
で
も
可
能
で
す
。

開催

◀▲▼昨年の環境祭の様子

環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
紹
介

い
た
だ
け
る
団
体
募
集

　
飲
食
ブ
ー
ス
の
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。

※
飲
食
物
の
提
供
は
、
環
境
に
配
慮
し
た

方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。

飲
食
ブ
ー
ス
出
店
者
募
集

そ
の
他
の
募
集
に
つ
い
て

○
環
境
に
優
し
い
商
品
・
販
売
ブ
ー
ス
出

店
者

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

募
集
期
限
　
７
月
15
日
㈫

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.nakano.nagano.jp/

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

２
０
１
４
信
州
中
野
環
境
祭
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大
雨
注
意
報
や
大
雨
警
報
な
ど
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
防
災
無
線
な
ど
の
防
災
情

報
や
気
象
情
報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

「
急
に
川
の
水
が
真
っ
黒
に
濁
っ
た
」

「
裏
山
か
ら
パ
ラ
パ
ラ
と
小
石
が
落
ち
て

い
る
」
な
ど
、
普
段
と
違
う
状
況
を
発
見

し
た
り
危
な
い
と
感
じ
た
と
き
は
、
た
め

ら
わ
ず
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
の
前
触
れ
の
情
報
や
災
害
情
報

は
、
市
役
所
危
機
管
理
課
危
機
管
理
防

災
係
ま
た
は
長
野
県
北
信
建
設
事
務
所

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
長
野

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
河
川
砂
防
情
報
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」（http://www.sabo-

nagano.jp/dps/pages/DispManager.
jsp?disp= 000000
）に
は
、
雨
量
情
報
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
土
砂
災
害
に
関

す
る
質
問
・
相
談
は
、
長
野
県
北
信
建
設

事
務
所
『
土
砂
災
害
１
１
０
番
』
窓
口

（
☎
０
２
６
９
�
０
７
７
３
）
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
平
日
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５

分
ま
で
、
ま
た
は
、
大
雨
注
意
報
・
警
報

発
令
中
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課
危
機
管
理
防
災
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

　
一
瞬
に
し
て
尊
い
命
や
、
大
切
な
財
産

を
奪
う
土
石
流
・
地
す
べ
り
・
が
け
崩
れ

な
ど
の
土
砂
災
害
の
大
半
は
、
長
雨
や
大

雨
が
引
き
金
と
な
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
土
砂
災
害
に
備
え
、
家
の
周
り
の
危
険

箇
所
を
確
認
し
、
普
段
か
ら
自
宅
の
裏
山

を
見
た
り
、
避
難
場
所
や
避
難
路
を
家
族

と
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
事
前
の
備
え
や
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の

確
認
な
ど
、
詳
し
く
は
配
布
し
た
「
中
野

市
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
ま
た
は
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

土
砂
災
害
に
備
え
よ
う

こ
ん
な
と
き
は
要
注
意

　５月24日、土砂災害防止に関する
理解を深めていただこうと、永田地
区を対象に土砂災害防災訓練を実施
しました。
　当日は、市役所内で災害対策本部
設置訓練を行い、続いて、永田小学
校体育館で、土砂災害を想定した情
報収集訓練や住民避難訓練などを実
施しました。

　市では、平常時や災害発生時の情報伝達体制を
確保し、市民の皆さんの安全を守るため、防災行
政無線屋外子局を市内に 132 基設置しています。
住宅地のほぼ全域を通報可能範囲としましたが、
住宅の構造や風向き、スピーカーの向きや近隣の
交通事情などにより、聞き取りにくい状況になる
場合があります。
　こうした場合、以下の方法によって放送内容を
確認することができますので、ご利用ください。

防災行政無線の

①ＮＴＴ一般加入電話や携帯電話から確認する
　（フリーダイヤル）
　　０１２０－８９２－５６０
②市公式ホームページから確認する
　ＵＲＬ　http://www.city.nakano.nagano.jp/
　（パソコン・スマートフォン・携帯電話）
　「トップページ：防災・緊急時情報」
　　⇒「防災行政無線放送の内容」

実施しました
土砂災害防災訓練を

防災

放送内容が確認できます
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一般会計 予算額　199億8,032万円

財政状況
～平成25年度下半期～

市
の
財
産

土 地 192万9,123㎡

建 物 23万1,999㎡

基 金 １１4億4,121万円

市
の
借
金

市 債 425億　　806万円

一時借入金 0円

債務負担
23億7,314万円（　　  ）将来にわたる

債務の負担

特別・企業会計予算の執行状況
会 計 名 予 算 額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 執行率
国民健康保険事業 53億5,790万円 46億5,120万円 86.8% 47億8,432万円 89.3%
後期高齢者医療事業 3億9,983万円 3億8,788万円 97.0％ 3億5,188万円 88.0％
介 護 保 険 事 業 39億　　103万円 31億　　823万円 79.7% 35億3,100万円 90.5%
倭 財 産 区 事 業 114万円 71万円 62.2% 47万円 41.4%
永 田 財 産 区 事 業 59万円 62万円 104.5% 17万円 28.4%
中 野 財 産 区 事 業 230万円 150万円 65.4% 157万円 68.4%
下 水 道 事 業 20億2,660万円 12億8,970万円 63.6% 17億　　447万円 84.1%
農業集落排水事業 7億3,312万円 5億5,899万円 76.2% 6億7,908万円 92.6%
水 道 事 業 11億　　629万円 13億9,904万円

　市では毎年２回、財政状況をお知らせしています。
　今回は、平成26年３月３１日までの財政状況で、市民の皆
さんに納めていただいた税金などの歳入状況と、これによ
り実施したさまざまな事業の歳出状況をお知らせします。

歳　　入 収入済額　1７3億4,076万円
収入率　　８6.8％

0 ５０億 １0０億 １５０億 ２０0億

市 税

地方交付税

国庫支出金

県 支 出 金

市 債

そ の 他

合 計

53億9,441万円
5３億9,163万円（９9.9％）
59億9,626万円
61億　　830万円(101.9%)

199億8,032万円
１７3億4,076万円(86.8%)

３3億６,008万円
30億1,645万円(89.8%)

２2億6,235万円
　8億6,965万円(38.4%)

10億3,694万円
　５億1,215万円(49.4%)

1９億3,028万円
14億4,258万円(74.7%)

　　　…予算額
　　　…収入済額
　　　…収入率（　）

　　　…予算額
　　　…支出済額
　　　…執行率（　）

支出済額　161億9,362万円
執行率　　8１.0％

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

土 木 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

合 計

歳　　出

0 ５0億 １０0億 １５０億 ２０0億

57億2,738万円
47億3,742万円（82.7％）

24億7,047万円
17億6,468万円（71.4％）

25億1,082万円
14億9,847万円（59.7％）
　9億1,689万円
　8億2,933万円（90.5％）
25億7,805万円
21億1,828万円（82.2％）
17億1,479万円
14億9,677万円（87.3％）
23億1,503万円
22億5,425万円（97.4％）
17億4,689万円
1４億9,441万円（85.5％）

199億8,032万円
１６1億9,362万円(81.0%)

財政

問い合わせ先　財政課財政係　☎（２２）２１１１（内線2２1）
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昨
年
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も

踏
ま
え
決
定
し
た
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
、新
庁
舎
の
規
模
や
機
能
、

建
設
計
画
に
関
す
る
考
え
方
な
ど
を
ま
と

め
た
「
新
庁
舎
建
設
整
備
基
本
計
画
」
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
基
本

計
画
の
内
容
を
検
討
す
る
た
め
の
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
　
３
人
程
度
（
応
募
多
数
の
場

合
は
選
考
に
よ
る
）

委
員
任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
基
本
計
画
策

定
の
日
ま
で

※
任
期
中
、
平
日
昼
間
の
会
議
を
数
回
予

定
し
て
い
ま
す
。

募集

新
庁
舎
建
設
整
備
基
本
計
画
策
定

応
募
資
格
　
平
成
２６
年
６
月
１
日
現
在
に

お
い
て
、
次
の
項
目
の
全
て
に
該
当
す
る

方・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
満
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生
を
除
く
）

・
平
日
、
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

　
で
き
る
方

募
集
期
限
　
６
月
２３
日
㈪

報
酬
　
あ
り

応
募
方
法
　
市
役
所
、
豊
田
支
所
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
紙（
任
意
様
式
で
も
可
）

に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
と
、

応
募
の
動
機
を
４
０
０
字
程
度
で
記
入
の

上
、財
政
課
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ

り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
用
紙
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.nakano.nagano.jp/

決
定
方
法
　
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

財
政
課
管
財
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
８
）

フ
ァ
ク
ス
�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ルkanzai@

city.nakano.nagano.jp

市
民
検
討
委
員
会
委
員

　
市
で
は
、
よ
り
良
い
行
政
経
営
を
図
る

た
め
、
市
の
財
産
で
あ
る
人
、
物
、
金
、

情
報
を
効
率
的
、
効
果
的
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、

住
民
福
祉
の
増
進
に
つ
な
げ
る
と
い
う
考

え
方
の
下
、
行
政
改
革
を
不
断
に
実
行
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
綱
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

第
３
次
中
野
市
行
政
改
革
大
綱
（
案
）

募集

に
対
す
る
意
見

募
集
内
容
　
第
３
次
中
野
市
行
政
改
革
大

綱
（
案
）
に
対
す
る
意
見

募
集
期
限
　
６
月
２４
日
㈫

閲
覧
場
所
　
政
策
情
報
課
、地
域
振
興
課
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
仕
事
の
や
り
方
や

内
容
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
経

営
の
改
善
を
図
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

行
政
改
革
と
は

行
政
改
革
大
綱
と
は

　
時
代
や
社
会
情
勢
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
自
治
体
経
営
を
図
る
た
め
の
市
政

改
革
に
つ
い
て
、
目
標
や
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
事
項
を
示
し
た
指
針
で
す
。

提
出
方
法
　
任
意
の
様
式
に
、
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、「
第
３
次
中

野
市
行
政
改
革
大
綱
（
案
）
に
対
す
る
意

見
」
と
記
載
し
、
政
策
情
報
課
へ
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
場
合
は
、
豊
田

支
所
地
域
振
興
課
で
も
提
出
可
能
で

す
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

政
策
情
報
課
行
政
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
１
）

フ
ァ
ク
ス
�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ルgyosei@

city.nakano.nagano.jp

行政改革のイメージ

・課題への対応
・目標、重点事項

行政改革大綱
（仕事のやり方や内容を変える）

・時代の変化
・ニーズの変化

行政経営
（効率化）

住民福祉増進
（市民満足）

・改善、改革
・行政サービス向上
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平
成
26
年
度
の
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
明
る
い
選
挙
を

テ
ー
マ
に
、
楽
し
く
、
美
し
い
ポ
ス
タ
ー

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
部

○
応
募
資
格
　
市
内
小
学
校
児
童
、
中
・

高
等
学
校
生
徒

※
市
内
小
中
学
校
に
は
学
校
あ
て
に
募
集

案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

一
般
の
部

○
応
募
資
格
　
右
記
児
童
・
生
徒
以
外
の

方

共
通
事
項

○
内
容
　
明
る
い
選
挙
を
テ
ー
マ
に
自
由

に
表
現
し
た
ポ
ス
タ
ー

○
応
募
期
限
　
８
月
25
日
㈪

○
画
材
　
描
画
材
料
は
自
由

○
大
き
さ
　
画
用
紙
の
四
ツ
切
・
八
ツ
切

サ
イ
ズ
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ

○
そ
の
他
　
用
紙
の
裏
面
右
下
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

募集
　
市
で
は
、
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
を

公
募
し
ま
す
。
都
市
計
画
審
議
会
は
、
都

市
計
画
に
係
る
案
件
な
ど
に
お
い
て
、
市

長
の
諮
問
を
受
け
て
調
査
お
よ
び
審
議
を

行
い
答
申
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
２
人
以
内

募
集
期
限
　
７
月
４
日
㈮
（
必
着
）

応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
（
住
民
登
録
済

み
）
を
有
し
、
都
市
計
画
に
関
心
を
お
持
ち

で
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
可
能
な
方

任
期
　
委
嘱
の
日（
平
成
26
年
８
月
中
旬
）

か
ら
２
年
間

※
任
期
中
、
数
回
の
会
議
開
催
を
平
日
の

昼
間
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

報
酬
　
あ
り
（
市
の
規
定
に
よ
る
）

応
募
方
法
　「
市
の
都
市
計
画
に
関
す
る

思
い
」
を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
連
絡
先
を
明

記
の
上
、
都
市
計
画
課
へ
直
接
お
持
ち
い

た
だ
く
か
、
郵
送
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

※
な
お
、
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

選
考
結
果
　
８
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

都
市
計
画
課
監
理
計
画
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
６
９
）

中
野
市
都
市
計
画

募集

啓
発
ポ
ス
タ
ー

～
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
活
動
を
支
援
し
ま
す
～

「
地
域
力
支
援
金
」
事
業

　
市
で
は
、
協
働
に
よ
る
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
優
れ
た
取

り
組
み
を
行
う
団
体
に
対
し
て
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
地
域
力
を
向
上

さ
せ
る
活
動
を
行
う

区
、
集
落
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
団
体

　
　

対
象
事
業

　
対
象
団
体
が
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
地
域
住
民
が
自
ら
考
え
、

自
ら
実
行
す
る
事
業
の
う
ち
、
次
に
掲
げ

る
事
業
で
、
支
援
金
の
交
付
を
受
け
た
以

降
の
年
度
に
お
い
て
も
継
続
的
に
実
施
す

る
事
業
と
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
他
の
補
助
金
な
ど
の
対
象
と

な
る
事
業
は
除
き
ま
す
。

○
地
域
協
働
推
進
に
関
す
る
事
業

○
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

事
業

○
環
境
保
全
、
景
観
形
成
に
関
す
る
事
業

○
産
業
振
興
に
関
す
る
事
業

○
そ
の
他
、
地
域
力
の
向
上
に
役
立
つ
事
業

対
象
経
費

　
原
材
料
費
、
使
用
料
、
消
耗
品
費
な
ど

※
た
だ
し
、
委
託
料
、
食
糧
費
、
賃
金
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

支
援
金
額

　
対
象
経
費
の
10
分
の
10
以
内
で
限
度
額

10
万
円

支
援
金
交
付
の
申
請

　
支
援
金
交
付
申
請
書
に
、
次
の
書
類
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
事
業
計
画
書

②
収
支
予
算
書

③
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

募
集
期
間

　
６
月
６
日
㈮
か
ら
27
日
㈮
ま
で

　
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
政
策
情
報
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.nakano.nagano.jp/

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

地域
づくり

明
る
い
選
挙

審
議
会
委
員
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長
野
県
で
は
、
皆
さ
ん
が
抱
え
る
労
働

問
題
に
つ
い
て
、
公
正
・
中
立
な
立
場
か

ら
、
北
信
労
政
事
務

所
の
労
働
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
さ

れ
、
相
談
は
無
料
で

す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
　
①
６
月
10
日
㈫
、②
７
月
８
日
㈫
、

③
８
月
５
日
㈫
、
④
９
月
９
日
㈫

時
間
　
午
後
５
時
３０
分
～
８
時
３０
分

※
全
４
回
と
も
同
じ
時
間
で
す
。

会
場
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

相
談
内
容
　
急
に
賃
金
を
下
げ
ら
れ
た
、

年
休
を
取
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
、
残
業
代

を
払
っ
て
く
れ
な
い
、
職
場
の
人
間
関
係

で
悩
ん
で
い
る
、
退
職
す
る
よ
う
に
言
わ

れ
た
が
納
得
で
き
な
い
な
ど

※
就
職
先
の
紹
介
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
　
市
内
お
よ
び
周
辺
市
町
村
に
在
住

ま
た
は
在
勤
の
方

申
込
方
法
　
相
談
日
の
前
日
午
後
５
時
ま

で
に
直
接
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
北
信
労
政
事
務
所

☎
０
２
６
（
２
３
４
）
９
５
３
２

相談
　
７
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
全
国
一
斉

に
「
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調

査
」
と
「
平
成
26
年
商
業
統
計
調
査
」
を

一
体
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
各
調
査
は
事
業
の
規
模
や
内
容
に
か
か

わ
ら
ず
、
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び

企
業
（
商
業
統
計
調
査
は
卸
売
業
、
小
売

業
を
営
む
事
業
所
の
み
）
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
調
査
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
も
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統

計
法
の
規
定
に
よ
り
適
正
に
管
理
さ
れ
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
事
業
所
な
ど
へ
は
、
６
月
中
旬
頃
か
ら

県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
票
を

持
っ
て
伺
い
ま
す
の
で
、
本
調
査
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

政
策
情
報
課
統
計
交
流
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
・

平
成
26
年
商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

調査

巡
回
労
働
相
談
が
行
わ
れ
ま
す

職員 中野市職員採用上級試験
　平成 26 年度市職員採用上級試験（行政・保健師）を行います。受
験を希望される方は、受験案内で受験資格などを確認の上、所定の試
験申込書により申し込みをしてください。なお、受験案内・試験申込
書は、市公式ホームページからダウンロードいただけます。

　受験申し込み・問い合わせ先
　庶務課職員係　☎（２２）２１１１（内線２０９・２１３）

平成 26 年度 　
市
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
当
日
は
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

期
間
　
６
月
29
日
㈰
～
８
月
３１
日
㈰

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
７
月
19
日
㈯
か
ら
８
月
17
日
㈰
は
、

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で

料
金
　
高
校
生
以
上
２
０
０
円
、
小
・
中

学
生
１
０
０
円
、
幼
児
無
料

※
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
プ
ー
ル

☎
�
７
７
２
０

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
施
設
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
５
）

運動

市
民
プ
ー
ル
が

試験
区分

採用
予定
人員

受験資格
※詳しい資格要件については、受験案内をご確認ください
生年月日 住所要件など

上級
行政

若干名

昭和 59 年４
月２日～平成
５年４月１日

・大学卒業程度の学力を有する者
・平成 26 年5月1日現在、中野市に
住民登録があり市内に居住する者、
または現在中野市を離れているが、
以前市内に居住していた者（中野
市に住民登録があった者）で、採用
後に市内に居住することが確実な者

保健師
昭和 58 年４
月２日～平成
6年４月１日

・保健師の資格を有する者（平成 26
年度実施の国家試験で当該資格の
取得が見込まれる者を含む）

１次試験　
日時・会場　７月 ２7 日㈰　午前８時 ４５ 分　市役所会議室
申し込み期限　６月 ２0 日㈮
※詳しい試験科目については、受験案内をご確認ください。

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
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運動

問い合わせ・申し込み先
文化スポーツ振興課スポーツ振興係　☎（２２）２１１１（内線３６４）　
Ｅメール　sports@city.nakano.nagano.jp

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が

  

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
は

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
市
か
ら
委
嘱

さ
れ
る
非
常
勤
職
員
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
と
、
そ
の
他
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指
導
・
助
言
を
行
い
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
推
進
を
図
る
こ

と
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導

○
ス
ポ
ー
ツ
活
動
促
進
の
た
め
の
組
織
の

育
成

○
学
校
・
公
民
館
な
ど
の
教
育
機
関
、
そ

の
他
行
政
機
関
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
行
事

や
事
業
の
協
力

○
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
そ
の
他
の
団
体
が
行

う
ス
ポ
ー
ツ
行
事
や
事
業
の
協
力

  

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
出
前
講
習

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
出
張
指
導
を
し
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
中
で
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と

い
う
団
体
は
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

主
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
　
キ
ン
ボ
ー
ル
、

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
ペ
タ
ン
ク
、
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ほ
か

注
意
事
項

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
担
当
す
る
の

は
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
指
導
で
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
自
体
を
請
け
負
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
用
具
の
借
用
が
必

要
な
場
合
は
、依
頼
者
側
で
借
用
申
請
・

借
用
・
返
却
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
指
導
中
の
参
加
者
の
け
が
な
ど
に
つ
い

て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
責
任
を

負
い
ま
せ
ん
の
で
、
依
頼
者
側
で
傷
害

保
険
な
ど
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
へ
の
謝
礼
は
不
要

で
す
。

申
し
込
み
期
限
　
開
催
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

へ
依
頼
文
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
依
頼
文
書
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

グラウンド・ゴルフ大会　～初心者大歓迎‼～
　今年度新たに、スポーツ推進委員による企画事業を実施します。
第１弾は、グラウンド・ゴルフ大会です。人工芝の感触を体感しな
がら、ニュースポーツを楽しみませんか。

画像：日本グラウンド・ゴルフ協会ＨＰより転載

グラウンド・ゴルフとは
　専用のクラブ、ボール、スタートマットを使用して、ボールをク
ラブで打ち、ホールポストにホールイン (入って静止した状態 )す
るまでの打数を競います。ルールが簡単で、どこでも誰でもできる
大変親しみやすいニュースポーツです。

期　日　　　　７月 19 日㈯ ( 小雨決行 )
時　間　　　　午後7時 15 分
会　場　　　　多目的サッカー場 (西条 116 番地 )
参加人員　　　30 人
参加資格　　　市内に在住、在勤する満 20 歳以上の男女
参加費　　　　無料
申し込み方法　７月 10 日㈭までに申込書および電話により文化ス
ポーツ振興課へお申し込みください。申込書は、市役所、市民体育
館、Ｂ＆Ｇ海洋センターのほか、市公式ホームページからダウンロー
ドできます。なお、定員になり次第、募集終了します。



1９ 広報なかの ２０１４．６

　
取
引
や
証
明
な
ど
に
使

用
す
る
は
か
り
（
特
定
計
量

器
）
は
、
使
用
中
の
精
度
を

確
認
す
る
た
め
、
計
量
法
の

規
定
に
よ
り
、
２
年
ご
と
に

県
知
事
の
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
は
、
中
野
地
域
の
方
を
対
象
に
、

下
表
の
日
程
で
定
期
検
査
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
る
は
か
り
を
使
用
し
て

い
る
方
は
忘
れ
ず
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
検
査
を
受
け
な
い
と
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
検
査
に
は
手
数
料
（
は
か
り
の

種
類
、
ひ
ょ
う
量
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
は
か
り
を
持
ち
込
む
際
は
、
付

着
し
た
粉
、
水
分
、
ほ
こ
り
な
ど
を
あ
ら

か
じ
め
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
分
銅
・
重
り
が
あ
る
場
合
は
、
は
か
り

と
一
緒
に
検
査
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　
は
か
り
が
大
き
い
、
多
数
所
有
し
て
い

る
な
ど
、
検
査
会
場
に
持
ち
込
め
な
い
場

合
は
、
「
計
量
士
に
よ
る
検
査
」
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

長
野
県
計
量
検
定
所
検
定・検
査
課

☎
０
２
６
３
（４７）
４
０
０
６

は
か
り
の
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

検査

防除 アメリカシロヒトリから樹木を守りましょう
　アメリカシロヒトリは年２回発生し、桜やクルミ、桑などを食害します。樹木を所有する皆さんは、
樹木を点検してください。
 食害が発生した場合は、所有者が責任をもって防除し、被害を拡大させないようにしてください。

問い合わせ・申し込み先　農政課振興係　☎（２２）２１１１（内線２５０）

アメリカシロヒトリ

食害を受けた樹木

区　域 期　日 時　間 場　所

長丘、平岡、科野、
倭地区 ７月７日㈪ 午前 10 時 30 分～正午、

午後１時～３時 30 分
中野市農業協同組合科野事業所
（越 １１３１ 番地）

平野、高丘地区 ７月８日㈫ 午前 10 時 30 分～正午、
午後１時～３時 30 分

中野市農業協同組合平野事業所
（江部 1372 番地８）

中野、日野、延徳
地区 ７月９日㈬ 午前 10 時 30 分～正午、

午後１時～３時 30 分
市民会館ホワイエ
（三好町一丁目３番 12 号）

中野市全域
（豊田地域を除く） ７月 10日㈭ 午前 10 時 30 分～正午、

午後１時～３時 30 分
市民会館ホワイエ
（三好町一丁目３番 12 号）

▼「はかりの定期検査」日程表（※豊田地域の方は来年度実施予定です）

早期発見・早期防除

○点検方法
　ふ化した幼虫は糸を吐いて巣を作り、１２日間ほど群集しています。初めは葉脈
だけを残して食害するので、食害を受けた葉は透けて見えます。

○巣の処分方法
　巣を見つけた場合は、幼虫ごと枝を切り取り、踏みつぶすか、焼却してください。

○農薬防除
　幼虫が分散したときは、それぞれの樹木に適した農薬を使用し、濃度、使用
量、回数や散布時期など、薬剤のラベルに記載のある説明文をよく読んで、適正
な使用方法を守ってください。
※農薬散布に当たっては、風のない時に行うなど、十分な配慮をお願いします。

○防除車の貸し出し
　公民館の敷地など、区で防除を行う場合は、防除機器などの貸し出しを行いま
す。

▲「特定計量器」
（写真はイメージ）
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水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）
は

「
計
量
法
」
に
よ
り
、
そ
の
有
効

期
間
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
市
で
は
有
効
期
間
の
満
了

前
に
、
新
し
い
水
道
メ
ー
タ
ー
に

交
換
し
ま
す
。

交
換
対
象
　
平
成
18
年
に
製
造
さ

れ
た
メ
ー
タ
ー(

一
部
平
成
１９
年

製
含
む)

交
換
期
間
　
６
月
下
旬
～
１1
月
上

旬メ
ー
タ
ー
交
換
に
当
た
っ
て

・
６
月
１
日
現
在
で
、対
象
の
メ
ー

タ
ー
（
閉
栓
中
も
含
む
）
を
設

置
中
の
方
に
は
、
事
前
に
は
が

き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
の
交
換
費
用
は
市
が

負
担
し
ま
す
の
で
、
お
客
様
へ

の
費
用
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
交
換
と
併

せ
て
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
修

繕
な
ど
の
別
工
事
を
依
頼
さ
れ

た
場
合
は
、
お
客
様
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
交
換
は
市
が
委
託
し

た
水
道
工
事
業
者
が
行
い
ま
す

の
で
、
交
換
作
業
時
の
敷
地
へ

の
立
ち
入
り
に
つ
い
て
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
解
く
だ
さ
い
。
な

お
、
ご
不
在
の
場
合
で
も
交
換

作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

交
換
時
は
一
時
断
水
と
な
り
ま

す
の
で
、
都
合
が
悪
い
場
合
は

日
時
な
ど
を
水
道
工
事
業
者
と

打
ち
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
交
換
工
事
後
、
メ
ー
タ
ー
付
近

か
ら
漏
水
な
ど
を
発
見
し
た
場

合
は
、
上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
い
た
り
、
駐
車
し
な
い
よ

う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

漏
水
の
早
期
発
見
の
た
め
に

　
敷
地
内
に
あ
る
水
道
管
は
原
則

と
し
て
、
お
客
様
に
管
理
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側
で

漏
水
し
て
い
る
場
合
、
水
道
メ
ー

タ
ー
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
次
の
順
序
で
月
に
一
度

は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
宅
内
の
蛇
口
な
ど
を
全
て
閉
め

て
く
だ
さ
い
。

②
量
水
器
の
ふ
た
を
開
け
、
水
道

メ
ー
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が

回
っ
て
い
れ
ば
、
漏
水
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

水道

水
道
メ
ー
タ
ー
の

　
漏
水
し
て
い
る
場
合
は
、
市
指

定
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
の
修
理
費
用
は

お
客
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

（「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
お
よ
び

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
指
定

工
事
店
一
覧
表
を
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
）

　
な
お
、
土
の
中
な
ど
、
目
に
見

え
な
い
場
所
で
の
漏
水
に
対
し
て

は
、
料
金
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま

す
が
、
水
道
料
金
は
原
則
と
し
て
、

「
漏
水
し
た
料
金
の
半
分
は
お
客

様
負
担
」
と
な
り
ま
す
。（
下
水

道
使
用
料
な
ど
は
例
外
あ
り
）

※
漏
水
箇
所
が
ボ
イ
ラ
ー
、
温
水

器
、
給
湯
設
備
な
ど
の
場
合
、

市
指
定
工
事
店
ま
た
は
器
具
を

取
り
付
け
た
業
者
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
原
則
と
し
て
、料
金

の
軽
減
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
上
水
道
係
・
営
業
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
８
２
・

２
８
４
）

▲銀色のパイロット

実施

私
の
提
言

　
市
政
に
対
す
る
建
設
的
な
ご
提

言
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
お

聴
き
す
る
事
業
「
私
の
提
言
」
を

実
施
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
提
言
は
市
長
が
直
接
拝
見

し
、
お
返
事
を
差
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
市
政
運
営
に
反
映
す
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
ご
提
言
に
対
す
る
お
返

事
は
、
受
け
付
け
を
し
て
か
ら
２

週
間
程
度
と
し
て
い
ま
す
が
、
内

容
に
よ
っ
て
は
担
当
課
で
調
査
、

検
討
を
行
い
、
関
係
部
署
と
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、

お
返
事
を
差
し
上
げ
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
期
限
　
平
成
27
年
３
月

31
日

提
出
方
法

⑴
郵
送
　
本
紙
に
挟
み
込
ん
で
あ

る
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
切
手
を

貼
ら
ず
に
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投と

う
か
ん函

し

て
く
だ
さ
い
。

⑵
フ
ァ
ク
ス
　
用
紙
の
様
式
は
定

め
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
挟
み

込
ん
で
あ
る
用
紙
を
利
用
し
、

フ
ァ
ク
ス
（
�
０
３
４
９
）
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

⑶
電
子
申
請
　
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.city.

nakano.nagano.jp/

）
か
ら
「
な

が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
の

ペ
ー
ジ
へ
移
動
し
、
必
要
事
項
を

入
力
の
上
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
の
設
置
場
所　

市
役
所
総
合

案
内
、
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
、

中
央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田
公
民

館
、
永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

そ
の
他
　
寄
せ
ら
れ
た
内
容
は
、

個
人
を
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
し

た
上
で
、
広
報
紙
や
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

が
未
記
入
で
あ
っ
た
り
、
特
定
の

市
民
・
団
体
な
ど
へ
の
中
傷
的
な

も
の
は
、
原
則
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

庶
務
課
秘
書
広
報
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

一
斉
交
換
を
行
い
ま
す



   

住
宅
改
修
を
す
る
と
き
は

   

事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
　

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
が
、
住
宅
の
生
活
環

境
を
整
え
る
た
め
に
住
宅
改
修

（
手
す
り
の
取
り
付
け
・
段
差
の

解
消
な
ど
）
を
行
う
場
合
、
改
修

費
用
の
９
割
が
介
護
保
険
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

利
用
限
度
額　

要
支
援
・
要
介
護

者
の
住
宅
に
対
し
、
介
護
保
険
受

給
者
１
人
当
た
り
生
涯
に
20
万
円

（
１
割
は
自
己
負
担
。
最
高
18
万

円
）
ま
で
で
す
。
利
用
限
度
額
を

超
え
た
額
は
、
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

※
転
居
し
た
場
合
や
要
介
護
度
が

最
初
の
改
修
よ
り
３
段
階
以
上

高
く
な
っ
た
場
合
は
、
再
度
、

最
高
18
万
円
ま
で
住
宅
改
修
費

の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
工
事
着
工
予
定
日
の
２
週
間
前

ま
で
に
事
前
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
工
事
完
了
後
は
、

必
要
書
類
を
市
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
は
、高
齢
者
支

援
課
ま
た
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
（
中

野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
５
）
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更新

▼利用者負担段階

第１
段階

本人および世帯全員が市民税非
課税で、老齢福祉年金・生活保
護の受給者の方

第２
段階

本人および世帯全員が市民税非
課税で、合計所得額と課税年金
収入額合計が 80 万円以下の方

第３
段階

本人および世帯全員が市民税非
課税で、合計所得額と課税年金
収入額合計が 80 万円を超える方

第４
段階

本人が市民税を課税されている方
または本人は市民税非課税で世
帯内に市民税課税者がいる方

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
の

更
新
時
期
で
す

　
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の

方
は
、
所
得
な
ど
に
応
じ
て
介
護

保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
）
に
お
け
る
食

費
・
居
住
費
の
自
己
負
担
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
（
通
所
系
サ
ー
ビ

ス
は
除
き
ま
す
）

　
自
己
負
担
額
の
軽
減
を
受
け
る

際
は
、
市
へ
申
請
し
、
負
担
限
度

額
の
認
定
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

対
象
期
間
　
市
民
税
額
確
定
後
の

７
月
か
ら
翌
年
７
月
末
日
ま
で

申
請
方
法
　
６
月
中
旬
ご
ろ
、
更

新
対
象
と
な
る
方
に
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
６
月
30
日
㈪
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
新
た
に
対
象
と
な
る
方
は
、

年
度
途
中
で
も
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

対
象
者
　
左
表
の
利
用
者
負
担
第

１
～
第
３
段
階
に
該
当
す
る
方
。

　
第
４
段
階
の
方
は
負
担
軽
減
の

対
象
外
で
す
が
、
高
齢
夫
婦
世
帯

で
一
方
が
施
設
に
入
所
し
、
居
住

費
・
食
費
の
負
担
で
生
計
が
困
難

に
な
る
な
ど
一
定
要
件
を
満
た

し
、
申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
方

は
、
第
３
段
階
と
同
様
の
「
特
例

減
額
措
置
」
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利

用
は
特
例
減
額
措
置
の
適
用
外
と

な
り
ま
す
。

元気もりもり！健康体操
　皆さん、毎日運動しているでしょうか。運動不足は生活習慣病のリスクを高める要因の一つです。
　このコーナーでは、手軽にできて毎日続けられそうな運動を紹介していきます。
　今回は「立つ、歩く、階段の上り下り」に欠かせない部分の筋肉を、寝た状態で鍛えることができるト
レーニングです。各 １０ 回ずつ、休憩を挟んで２～３セットを目標に、毎日行いましょう。

足上げ運動
効果部位：太ももの前、足の付け根
①片足を ９０ 度に曲げ、一方

の足を伸ばしたままゆっく
りと持ち上げましょう。

※ ９０ 度に曲げた膝よりも上
げないように注意します。

②ゆっくりと足を下ろし、元
の体勢に戻ります。

※足を床につけないようにす
ると負荷が上がります。

健康

腰上げ運動
効果部位：腰、お尻、太ももの後ろ
①膝を曲げ、肩・腰・膝が真っ

すぐになるよう、腰をゆっ
くり持ち上げます。

※腰が反り過ぎないように注
意します。

②ゆっくりと腰を下ろし、元
の体勢に戻ります。

※お尻を床につけないように
すると負荷が上がります。

ゆっくり上げる

ゆっくり下げる

ゆっくり上げる

ゆっくり下げる

「健康長寿のまち中野市」を目指して

※監修 フィットネスクラブ エフバイエー中野 健康運動指導士
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お
勤
め
先
を
離
職
、
退
職
な
ど

さ
れ
た
方
で
、
社
会
保
険
の
任
意

継
続
を
し
な
い
場
合
や
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、

お
勤
め
先
の
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
の

加
入
お
よ
び
脱
退
の
手
続
き
が
そ

れ
ぞ
れ
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
市
民
課
お
よ
び
豊
田
支
所
の
窓

口
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　○
お
勤
め
さ
れ
て
い
た
会
社
か
ら

発
行
さ
れ
る
健
康
保
険
離
脱
証

明
書
（
被
扶
養
者
が
い
る
場
合

は
、
そ
の
方
に
つ
い
て
も
離
脱

の
証
明
が
必
要
で
す
。）

○
届
け
出
さ
れ
る
方
の
印
鑑

○
届
け
出
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

○
年
金
証
書
（
60
歳
か
ら
65
歳
ま

で
の
方
）

○
お
勤
め
先
か
ら
発
行
さ
れ
た
健

康
保
険
証
（
本
人
お
よ
び
被
扶

養
者
分
）

○
市
の
国
民
健
康
保
険
証

○
届
け
出
さ
れ
る
方
の
印
鑑

○
届
け
出
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

※
平
日
に
市
役
所
で
手
続
き
が
で

き
な
い
方
は
、郵
送
で
の
届
け
出

も
で
き
ま
す
の
で
、希
望
す
る
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。必
要
な

中
野
市
国
民
健
康
保
険

加
入
・
脱
退
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

書
類
を
送
付
し
ま
す
。

　
お
勤
め
先
の
会
社
か
ら
保
険
証

が
発
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
市

の
国
民
健
康
保
険
証
を
医
療
機
関

で
お
使
い
に
な
っ
た
方
は
、
お
勤

め
先
か
ら
発
行
さ
れ
た
保
険
証
が

手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
保
険
証
が
変
更
に
な

っ
た
こ
と
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す

る
届
け
出
・
給
付
な
ど
に
つ
い
て

は
、
３
月
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た

「
健
康
・
福
祉
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の

13
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

地
域
振
興
課
市
民
生
活
係
（
豊
田

支
所
内
） 

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

届
け
出
に
必
要
な
も
の

加
入
手
続
き（
お
勤
め
先
を

離
職
、退
職
な
ど
さ
れ
た
方
）

脱
退
手
続
き（
お
勤
め
先
の

健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
）

　簡単にでき、生活習慣病予防にも効果的なウオーキング。
　市内でもウオーキングをしている人をよく見かけます。
　市内各地区で開催している健康まつりでは、ウオーキングの効果や正しい歩き方などを実際に知ってい
ただくため、各地区のコースを巡ります。
　詳しくは、全戸配布するチラシや市公式ホームページをご覧ください。　
　ウオーキングのきっかけづくりや、あらためて歩き方を見直す良い機会です。
　ぜひ自然の中を一緒にウオーキングしましょう。

正しい歩き方、教えます♪

各地区で健康まつり実施中！

健
康
広
場「
な
か
の
」

レッツ
　ウオーキング！



各種健（検）診に関する問い合わせ先
健康づくり課健康管理係（中野保健センター内）
☎（２２）２１１１（内線２４２）

2３ 広報なかの ２０１４．６

特定健診・いきいき健診
誤解していませんか？

　「もう何年も健診を受けていないなぁ。」という方はいませんか？健診を「受けていない理由」は、さま
ざまだと思います。しかし、その理由は誤解や思い込みかもしれません。健診について正しく知り、今年
こそは健診を受けてみませんか。

　生涯、がんになる可能性は 2 人に 1 人と言
われています。「自分はがんにならない」、「自
分は大丈夫」とは誰も言い切れません。がんは、
定期的に検診を受け、早期発見・早期治療をす
ることが大切です。昨年度の市のがん検診でも
がんの方が発見されています。（【表２】参照）
　結核・肺がん検診は既に終了しましたが、そ
の他のがん検診は今からでもお申し込みいただ
けます。しばらく受けていなかったという方も、
この機会に検診を受けましょう。　

がん検診を受けましょう！

検診の種類 受診
者数

がん発見
者数

胃がん検診 2,453 2
大腸がん検診 4,156 9
結核・
肺がん検診

胸部レントゲン 7,356 4
胸部らせんＣＴ 131 0

乳がん検診 超音波 879 1
マンモグラフィ 1,374 3

子宮がん検診 3,079 0
前立腺がん検診 1,525 4

【表２】平成 25 年度の中野市各種がん検診状況（人）

　忙しい中で、健診のために時間を割
くことはとても難しいことだと思いま
すが、市ではいきいき健診・特定健診
を年間 １２１ 回（平成 26 年度）行って
います。お住まいの地区以外でもお受
けいただけますので、ご都合のつくと
きに受診してください。

②バリバリ仕事を頑張るＢさん
「忙しくて時間がとれないよ。」

「たくさん日程があるんだ。１日くら
い予定が合うときがあるかも！」

検診の種類 健 ( 検 ) 診費用 自己負担額
特定健診 10,478 円 0 円
肺がん検診 1,380 円 200 円
胃がん検診 4,169 円 500 円
大腸がん検診 1,598 円 200 円
前立腺がん検診 1,944 円 300 円
合計 19,569 円 1,200 円

【表１】平成 26 年度の中野市各種健 ( 検 ) 診費用

④通院中のＤさん
「毎月先生に診てもらっているから、
受けなくていいでしょ？」

「健診を受ければ、全身の状態を診る
いろんな検査が一度にできるんだ！」

　通院先での検査は、主に治療中の疾
患に関する項目について行われている
場合が多いと思われます。そのため、
健診で行う血液検査の各項目、心電図
検査、眼底検査など全ての検査は実施
されていない場合もあります。

③倹約家のしっかり者Ｃさん
「お金が掛かるんでしょ？もったいないよ。」

「自己負担はこんなに少ないのね。将
来の病気を防ぐために今、健（検）診
受診料を払うのが賢い選択かも♪」

　市の健（検）診は、とても安くなって
います。【表１】の５つの健（検）診を
全て受けた場合、１万８千円以上お得で
す。もし病気になって医療機関にかかる
としたら健（検）診受診料の何倍のお金
が掛かるでしょう？

①健康に自信があるＡさん
「具合が悪くなったら病院に行くからい
いよ。」

　具合が悪くなってから医療機関にか
かるのではなく、病気になる前に予防
することはとても重要です。もし病気
になってしまっても、早い段階で重症
化を防ぐことができれば、身体的にも
経済的にも負担は少なくて済みますよ。

「健康な俺でも受ける価値があるんだ
な！」



2４広報なかの

元気に明るく思いやりの
ある子になってね。

お世話大好きお姉さん！これ
からも明るく元気に育ってね。

伝
で ん だ

田　美
み お か

桜香ちゃん（３歳）
　市内在住の小学校就学前のお子さんを
募集します。（先着４人まで掲載）
　①お名前（ふりがな）②生年月日③性
別④応募者のお名前⑤住所⑥電話番号⑦
メッセージ（３０ 字まで）を明記し、写真
データを添付の上、６月 18 日㈬までに
ご応募ください。

  問い合わせ・応募先　
〒３８３―８６１４（住所記載不要）
庶務課秘書広報係
☎（２２）２１１１（内線２１２）
Ｅメール　koho@city.nakano.nagano.jp

わが家の
☆アイドル☆

　子育て支援センターでは、０歳から就学前のお子さ

んを対象に、毎月楽しい行事を行っています。

　お気軽にお出掛けください。

６・７月の行事予定

子育て支援センター

※この他にもさまざまな行事を行っています。詳しくは、
市公式ホームページをご覧いただくか、各子育て支援
センターへお問い合わせください。

問い合わせ先
さくらんぼ　　☎（２２）６６２２　㊡日・月・祝日
りんごっこ　　☎（２２）２２５９　㊡日・火・祝日
うさぎっ子　　☎（３８）３０１２　㊡日・水・祝日

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

６月12日㈭
午前 １０ 時 ３０ 分～

「ハーモニカ・ミニコンサート」
なつかしい音色と共に！

７月１0日㈭
午前 １０ 時 ３０ 分～

「お話玉手箱」
楽しいお話いっぱい！

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

６月１2日㈭
午前 １０ 時 ３０ 分～

「さくら保育園へ行こう！」
要予約:先着親子 25 組

７月３日㈭
午前 １０ 時 ３０ 分～

「バラっ子で遊ぼう！」
中野放課後児童クラブ集合

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

６月3０日㈪
午前 １０ 時 ３０ 分～

「豊井保育園へ行こう！」
豊井保育園集合

７月１0日㈭
午後 ２ 時～

「料理教室」（託児あり）
要予約:7月３日㈭まで

健康メモ活き
　生き！

２０１４．６

虫や魚が大好きな３歳児。
朗らかに育っていってね。

佐
さ と う

藤　聖
しょ う た

太くん （３歳）

今、アナと雪の女王の曲に
はまっています。

飯
いい じ ま

島　由
ゆ な

奈ちゃん（３歳）

禁煙について考えてみませんか？
～禁煙のメリット～

～禁煙への道～

山
やま か わ

川　友
ゆ な

那ちゃん（３歳）

 健康づくり課 ( 中野保健
センター内 )

 ☎（２２）2111（ 内線 242）

１本吸ったら「失敗」ではありません。
何度でも挑戦しましょう！

自力でやめる
医療機関に通う時間がなくても実行できます。
薬局などで購入可能な禁煙補助剤の活用

比較的楽に、なおかつ確実性も高くやめられます。
保険適用で治療が受けられる場合もあります。

医療機関で禁煙治療

受動喫煙（たばこの煙を周囲の人が吸い込むこと）が
原因となった肺がん、虚血性心疾患による死亡者は年
間 6,800 人います。

喫煙ではストレスは解消できません。ニコチン切れに
よるイライラを一時的に抑えているだけです。実は、禁
煙をするとストレスが減ります。

周囲の人の健康を害すことがなくなる

時間にゆとりができる

ストレスが減る

経済的な余裕ができる
例）460 円×１日１箱＝１カ月で約１万４千円、１年
でおよそ １７ 万円

例）1 本 5 分×１日 10 本＝ 1 日約 1 時間



◦健康づくり課(中 野 保 健
センター内) 　☎22-2111(内線242・368）

◦地域振興課(豊田支所内)     ☎３８-3111

◦休日緊急診療所(中 野 保 健
センター内) ☎23-2255

保健だより

受付時間／午後０時45分～１時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、予診票

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、バス
　　　　タオル

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月
児 健 診 ６月17日㈫ 2６年2月生

７ か 月
児　健   診 ６月18日㈬ 25年10月生

１ 歳６か月
児　健  診 ６月２0日㈮ 2４年１1月生

２歳児健診 ６月１6日㈪ 2４年５月生

３歳児健診 ６月19日㈭ 2３年５月生

※都合がつかない場合は、翌月お出
掛けください。

乳幼児健康診査

講座・相談

日　程

予防接種など

電話医療相談所　 ☎23 - 0300　　午前８時 30 分～午後７時 （土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
女性相談　　　　 ☎23 ‐ 4810　　午前９時～午後５時 （土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
子ども電話相談　 ☎2３‐  3191　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
長野県小児救急電話相談　☎♯８０００　　午後７時～ １１ 時
児童虐待・DV24 時間ホットライン　 ☎0263-91-２４１０

　保健師、栄養士、歯科衛生士が
相談に応じますので、お気軽にご
相談ください。
時間／午前10時～11時30分
会場／中野保健センター（毎週水
　　　曜日）、豊田保健センター（毎
　　　月第１木曜日）
内容／血圧測定、身体計測、栄養
　　　・歯科・育児相談など
※各会場とも祝日は休みになります。

2５ 広報なかの

期日／７月１日㈫
時間／午前10時００分～11時３０分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食の話、
　　　試食
※３日前までに予約が必要です。
　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。

育　児　教　室

訪問歯科健診・相談

～家に歯医者さんがやってくる～
　皆さんのご自宅へ歯科医師・歯科
衛生士が出向き、歯科健診や口腔ケ
アを行います。
　健診・相談料は無料です。お気軽
にご相談ください。
対象者／在宅で寝たきりの高齢者など

健（検）診など

ワクチン名 日程 予約先

四 種 混 合

６月２5日㈬
健康づくり課
母子保健係

ヒ ブ

小 児 用
肺 炎 球 菌

Ｂ Ｃ Ｇ ７月７日㈪

対象／申請日を基準として中野市に
　　　１年以上居住及び住所を有し、
　　　不育症の治療を行っている夫婦
　　　（医療保険に加入している者）
限度額／ 10 万円
※補助内容や申請手続きなど詳しく
　は、健康づくり課へお問い合わせ
　ください。

不育症治療補助金交付制度

２０１４．６

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対象／第１期＝12～24か月未満児
第２期＝５歳以上７歳未満
で、就学前の１年間（平成20
年４月２日～平成２１年４月１日
生まれ）

※第２期の方には予診票を送付しま
す。

※対象者は無料で接種が受けられま
すので、接種される前月に実施
医療機関へ予約してください。

※３日前までに予約が必要です。
※対象・接種間隔など詳しくは健康
　カレンダーをご確認ください。

定期健康相談

心の健康相談
　こころに関する専門医師が相談に
応じます。（無料、予約制）
子ども－こだわりが強い、登校拒否など
大人－イライラ、不眠、物忘れ、拒食、
家族についての相談など
期日／６月１０日㈫、7 月３日㈭
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
※希望者は相談日の２日前までに健

康づくり課へお申し込みください。

マタニティクラス
会場／中野保健センター
時間／午前9時 30 分～ 11 時 30 分
持ち物／筆記用具、母子健康手帳

期日 内容 

６月14日㈯

出産・子育てについての制
度とサービスの紹介、妊
婦体操・ヨガ、妊婦体験
※動ける服装でお出掛け
ください

７月10日㈭
妊娠の経過と起こりやす
い異常、妊婦の健康・栄
養（試食あり）

※３日前までに予約が必要です。



街の話題やイベントを紹介します
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消費生活講演会
　5月21日、中央公民館において、コープながの
主催、市後援による消費生活講演会「くらしかふぇ」
が開催されました。当日は、「多くの人がだまさ
れている！その手口から学ぶくらしの護身術」と
題し、振り込め詐欺や悪質商法などについて、消
費生活コンサルタントの北

き た む ら

村きぬ子
こ

さんに講演い
ただきました。次々と登場する新しい手口を知っ
ておくことが、一番の対策になるという話に、参
加された皆さんは真剣に耳を傾けていました。

　市民の緑化活動の推進と、緑豊かな住みよい郷
土に誇りを持ち、森林愛護思想の普及啓発を図る
ため、５月 １１ 日、一本木公園と浜津ヶ池公園駐
車場において緑化苗木頒布会が行われました。
　当日は、朝早くから大勢の方が訪れ、アメリカ
ハナミズキやブルーベリーなど １６ 種類、約 ６００
本の苗木が無償頒布されました。また、会場では
頒布会に併せて「緑の募金」が行われました。
　　　　　　　　　　　　　（写真：一本木公園）

緑化苗木頒布会

中野市成人式
　５月４日、市民会館において、中野市成人式を開催しました。当日は、晴れの衣装に身を包んだ ３９７ 人
の新成人が参加しました。式に先立ち、新成人の中学生時代の映像が上映されると、懐かしい思い出に会
場からは大きな歓声が上がりました。第１部式典では、来賓による祝辞と新成人代表の４人によるあいさ
つ、第２部では実行委員の皆さんが企画したアトラクションが行われました。心配された天候も快晴に恵
まれ、新成人の皆さんは、旧友との久しぶりの再会を喜び、思い出話に花を咲かせていました。　



まちかどトピックス
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　中野市体育協会主催の第 ２５ 回カチューシャふ
るさとマラソン大会が５月 １８ 日、中野小学校を
発着点に開催されました。当日は、天候にも恵ま
れ、市内外から参加した約 1,00０ 人のランナー
が、ふるさと太鼓の演奏の中、勢いよくスタート
を切っていきました。また、招待選手として荻

お ぎ わ ら

原
健
け ん じ

司(北野建設株式会社スキー部ゼネラルマネー
ジャー)さんや、姉妹都市の北茨城市から市民ラ
ンナー５人が参加して大会を盛り上げました。

カチューシャふるさとマラソン大会

　平成 25年に市内で発見・寄贈された高橋由一作「第十一代山田荘左衛門顕善像Ⅱ」の修復作業が完了し、
5月 19日、（仮称）山田家資料館において記者発表を行いました。
　日本最初の洋画家と言われる高橋由一が描いたこの肖像画は、顕善の日記から明治 16年に顕善が上京し
た際に高橋由一に依頼して描いてもらったことが分かっています。日本の近代化という大きな歴史の流れ
に、東京とは遠く離れた北信濃という地域が、決して無関係ではなかったことを示す歴史資料と言えます。

高
た か は し

橋由
ゆ い ち

一作「第十一代山
や ま だ

田荘
し ょ う ざ え も ん

左衛門顕善像Ⅱ」

　５月 25 日、梅雨の出水期を前に千曲川左岸河
川敷を会場に水防訓練を行いました。当日は、水
防技術の向上と水防体制の強化を目的に、消防団
員や水防員ら約 ３００ 人が参加しました。
　今回の訓練では、大雨により河川の水位が上昇
し、氾濫の危険性が増しているとの想定の下、堤
防を保護するシート張り工法や、水があふれた際
の対策として、土のうとブルーシートを使用する
改良積み土のう工法などの訓練を行いました。

水防訓練

①修復前「第十一代山田荘左
衛門顕善像Ⅱ」
②修復後「第十一代山田荘左
衛門顕善像Ⅱ」
③記者発表の様子
④「東行雑誌」（東江部村山田
庄左衛門家文書16-7）②

①

③

④
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
魅
力
あ
る
市
民
の
方
や
団
体
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
活

動
を
行
い
な
が
ら
後
進
の
指
導
に
当
た
っ

て
い
る
、
チ
ェ
ロ
奏
者
の
原
香
恋
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

○
チ
ェ
ロ
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
チ
ェ
ロ
指
導
者
の
父
の
影
響
で
、
３
歳

か
ら
チ
ェ
ロ
を
始
め
ま
し
た
。
チ
ェ
ロ
一

家
で
、
兄
も
妹
も
チ
ェ
ロ
奏
者
と
し
て
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

４
歳
の
と
き
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

演
奏
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。

○
わ
た
し
の
原
点

　
大
学
在
学
中
に
チ
ェ
ロ
を
学
ぶ
た
め
に

留
学
し
た
シ
ド
ニ
ー
で
は
、
日
本
の
伝
統

芸
能
に
も
興
味
を
持
ち
、
修
行
の
つ
も
り

で
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
前
で
大
道
芸
を
披

露
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
独
学
で

覚
え
た
三
味
線
や
、
父
か
ら
教
わ
っ
た

「
南
京
玉
す
だ
れ
」

な
ど
を
、
一
人
和

服
姿
で
演
じ
て
い

た
の
で
す
が
、
お

客
さ
ん
の
厳
し
さ

と
温
か
さ
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
後
の
演

奏
活
動
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

○
音
楽
の
魅
力

　
楽
譜
だ
け
を
見
つ
め
て
い
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
楽
曲
の
背
景
や
作
者
の
思
い
を

想
像
し
、
自
分
な
り
の
解
釈
を
膨
ら
ま
せ

て
奏
で
た
音
に
対
し
て
、
お
客
さ
ん
の
反

応
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
醍
醐
味
だ

と
思
い
ま
す
。

○
指
導
者
と
し
て

　
音
楽
に
限
ら
ず
、
知
り
た
い
情
報
が
何

で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
て
し

ま
う
時
代
で
、
昔
に
比
べ
て
情
報
の
価
値

の
深
さ
が
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
自
分
の
足
で
探
し
、
目
で
見

て
耳
で
聞
い
て
、
手
で
触
っ
て
感
じ
た
体

験
こ
そ
が
、
自
分
の
「
本
当
の
力
」
に
な

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

本
物
と
よ
り
多
く
触
れ
合
っ
て
感
性
を
磨

い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
今
後
の
抱
負

　
地
元
の
豊
か
な
素
材
を
活
用
し
た
楽
器

づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、
先
日
、
地
元
の

ハ
ム
屋
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
昔
な
が
ら

の
方
法
で
あ
る
豚
や
羊
の
腸
を
使
っ
た
弦

を
自
作
し
て
み
ま
し
た
。
今
度
は
、
馬
の

尻
尾
の
毛
を
使
っ
た
弓
を
作
っ
て
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ラ
ま
つ
り

期
間
中
に
は
、
一
本
木
公
園
で
「
ハ
ー
モ

ニ
ー
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
演
奏
を
行
い

ま
す
。
美
し
い
バ
ラ
と
音
楽
の
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
を
楽
し
み
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

No.1 ２

中野のチカラ
キラ
リ

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　「
Ｊ
Ａ
中
野
市
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
ペ
ア
チ

ケ
ッ
ト
」
…
２
人

問
題

　

本
年
で
誕
生
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

の
は
、「
故
郷
」「
朧
月
夜
」
と
、　　

　
　
　
　
　
　
「
●
●
●
●
●
●
の
唄
」

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

（
住
所
記
載
不
要
）

中
野
市
庶
務
課

 

　
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
世
帯
主

　
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
世
帯
主
名
を
記
入
の
上
、
今

月
の
広
報
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
、
今
後

知
り
た
い
情
報
な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、

次
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
６
月
23
日
㈪
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て

　
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
月
号
の
答
え
　
血
糖
値
を
下
げ
る
唯
一

の
ホ
ル
モ
ン
と
い
え
ば
？
　
　
　

答
え
・
・
・「
イ
ン
ス
リ
ン
」

　原
はら

　香
か れ ん

恋　さん　 【岩船】
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最
適
な
種
類
の
ワ
ッ
ク
ス
を
絞
り
込
む

方
法
は
、
実
際
に
異
な
る
種
類
の
ワ
ッ
ク

ス
を
か
け
た
何
台
も
の
ス
キ
ー
に
乗
り
、

１
０
０
分
の
１
秒
ま
で
計
測
可
能
な
機
械

で
何
度
も
斜
面
を
滑
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
計

測
し
ま
す
。
多
い
日
に
は
、
そ
れ
だ
け
で

累
積
距
離
が
２０
㎞
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。積
み
上
げ
た
デ
ー
タ
の
中
か
ら
、

そ
の
日
の
ベ
ス
ト
を
導
き
出
し
、
実
際
に

選
手
に
使
用
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
形
に

な
り
ま
す
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
感
じ
ま
し

た
が
、
毎
日
充
実
し
た
日
々
が
続
き
ま
し

た
。

　
日
本
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
バ
イ
ア
ス

ロ
ン
チ
ー
ム
の
結
果
は
、
銅
メ
ダ
ル
が
一

つ
と
、
目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

も
の
と
も
せ
ず
、
己
と
ラ
イ
バ
ル
達
に
立

ち
向
か
う
選
手
の
姿
を
見
て
、
私
は
人
間

の
限
り
な
い
可
能
性
に
触
れ
、
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「impossible
か
ら

Iʼm possible

」（
不
可
能
は
可
能
に
で

き
る
）
へ
の
意
味
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
選
手
達
は
既
に
、
４
年
後
の
韓
国
・
平

昌
（
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
）
大
会
に
向
け
て
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
の
ア
ス

リ
ー
ト
活
動
に
対
す
る
環
境
整
備
は
、
欧

米
諸
国
と
比
較
し
て
も
極
め
て
遅
れ
て
い

る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
決
定
を
機
に
少
し
で
も
好
転
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

岡
利
哉
の
ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ポ
ー
ト

▲クロスカントリー・バイアスロンチーム

池
田
市
長
の

わ
く
わ
く
レ
ポ
ー
ト
vol．１1

　
新
緑
が
眩
し
い
季
節
か
ら
、
次
第
に
緑

が
深
く
変
化
し
て
い
く
こ
の
頃
。
バ
ラ
ま

つ
り
の
季
節
を
迎
え
る
。

　
今
年
は
、「
故
郷
」「
朧
月
夜
」「
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
の
唄
」
の
誕
生
１
０
０
周
年
を
記
念

し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
開
催
さ
れ

る
。
中
野
市
は
童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と

と
し
て
音
楽
に
慣
れ
親
し
み
、
憧し

ょ
う
け
い憬

の
深

い
風
土
で
あ
る
。
合
唱
団
な
ど
活
動
す
る

団
体
は
数
え
き
れ
な
い
。
高
野
辰
之
、
中

山
晋
平
、
久
石
譲
さ
ん
を
は
じ
め
、
器
楽

演
奏
家
、
声
楽
家
な
ど
も
数
多
く
輩
出
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
土
壌
は
ど
の
よ
う
に

し
て
生
ま
れ
て
来
た
の
か
。
豊
か
な
自
然

と
四
季
の
移
り
変
わ
り
が
、
住
ま
う
人
の

心
に
響
き
、
声
と
な
り
唄
と
な
り
、
音
楽

に
親
し
む
風
土
が
醸
成
さ
れ
た
と
思
え

る
。

　
今
年
は
、
既
述
の
様
な
特
別
な
年
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
郷
土
が
生
ん
だ
高

野
辰
之
、
中
山
晋
平
、
そ
し
て
久
石
譲
さ

ん
を
繋
ぐ
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
麻
衣

さ
ん
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
が
企

画
開
催
の
運
び

と
な
っ
た
。
ま

た
、
麻
衣
さ
ん

に
は
中
野
市
音
楽
親
善
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

（
大
使
）
と
し
て
、
様
々
な
音
楽
事
業
や

活
動
に
際
し
て
、
広
く
中
野
市
を
支
え
て

い
た
だ
く
こ
と
も
お
願
い
し
、
快
く
お
引

き
受
け
い
た
だ
い
た
。

　
バ
ラ
の
香
に
載
せ
て
、
音
楽
が
流
れ
、

中
野
市
の
美
味
し
い
と
楽
し
い
が
一
斉
に

花
開
く
６
月
。
今
年
は
、
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト

（
ば
ら
制
定
都
市
会
議
）、
ブ
ル
ガ
リ
ア
大

使
と
バ
ラ
の
女
王
の
招し

ょ
う
へ
い聘

、
土
び
な
も
サ

ミ
ッ
ト
展
、
関
係
都
市
の
合
唱
団
に
お
声

掛
け
し
て
の
「
童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と

　
信
州
中
野
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ス
」、

商
店
街
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ワ
ン
コ
イ
ン

セ
ー
ル
な
ど
、
市
街
で
も
様
々
に
工
夫
さ

れ
た
企
画
が
目
白
押
し
で
あ
る
。
ば
ら
サ

ミ
ッ
ト
に
訪
れ
る
お
客
様
と
市
民
の
皆
さ

ん
と
が
一
緒
に
、ま
ず
は
バ
ラ
の
祭
典「
信

州
な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
」
を
盛
り
上
げ
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
も
っ
と
音
楽
を
楽
し

み
、
音
楽
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
に
向

け
、
今
後
も
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら

総
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
政
策
を
進

め
て
行
き
た
い
と
思
う
。
童
謡
・
唱
歌
の

み
な
ら
ず
、
音
楽
を
生
活
文
化
に
取
り
込

み
、
調
和
し
な
が
ら
の
確
か
な
暮
ら
し
が

あ
る
。
そ
ん
な
中
野
市
を
目
指
し
た
い
と

思
う
。

童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と

　
ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
・
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
、
市
役
所
税
務

課
に
勤
務
す
る
岡お

か

利と

し

や哉
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
の

後
編
を
お
送
り
し
ま
す
。

vol． ２

▲ワックステストの様子
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資源物の特別回収

資源物の日曜回収

問環境課衛生係（内線245）

６月１５日㈰　午前９時～正午
場所　浜津ケ池公園駐車場（市民センター北側）
回収品目 庭木の剪定枝

６月２２日㈰　午前10時～午後１時
場所　ベイシア中野店
回収品目　段ボール、新聞紙、雑誌・雑がみ、び
ん、ペットボトル、食用油、古着・古布

★指定時間以外の持ち込みは禁止です。
★中野市以外からの持ち込みは固くお断りします。
★回収場所で回収できないと判断されたものは、お持ち
　帰りください。
庭木の剪定枝…直径15cm以下のもの。剪定枝のチップは会場
に積み置きます。無料で配布していますので、ご自由にお持ちく
ださい。※草・根・廃材・果樹剪定枝は回収できません。
食用油…家庭で使用した天ぷら油で、液体状のものに限る。
古着・古布…今年度からナイロン製品・中綿入り製品、セーター
なども回収対象になります。　
びん・ペットボトルなど…月１回の資源物収集の分別方法と同様です。

資源物の特別回収・日曜回収

ごみの減量とリサイクルで美しいふるさとを次世代へ市民課生活交通安全係（内線238）申問

　市民の皆さんの不用品・必要品を掲載しています。
　物品はご自身で保管し、希望者双方で直接交渉していた
だきます。掲載期間は半年間で、希望により再掲載も可能です。

　　　　　車椅子／シルバーカー／アップライト
ピアノ／稲の育苗箱（１８０枚）
譲ります

譲ってください　　　　　　　  　小型耕運機／園芸用アーチパイプ
（20本）／電気炊飯器／洗濯機

リサイクルかわらばん ５月２３日現在

▼
お
知
ら
せ

　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
点
検

作
業
の
た
め
、
次
の
と
お
り
機
器
が
停
止

し
、
サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用
い
た
だ
け
な
く

な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　
６
月
１１
日
㈬　
※
終
日

利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス　
他
市
町
村
の

住
民
票
の
発
行
、
住
基
カ
ー
ド
・
電
子
証

明
書
の
発
行
な
ど

住
基
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
停
止

市
民
課
窓
口
係
（
内
線
２36
）

問
　
信
州
中
野
商
工
会
議
所
で
は
、市
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
を
応
援
す
る
た
め
、プ
レ
ミ

ア
ム
付
き「
元
気
が
で
る
商
品
券
」を
発
売

し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

販
売
期
間　
７
月
１
日
㈫
～
１２
月
３１
日
㈬

※
売
り
切
れ
時
点
で
販
売
終
了

内
容　

千
円
券
１１
枚
綴
り(

１
万
１
千

円
分)

を
１
万
円
で
販
売
（
一
般
商
店
と

大
型
店
で
利
用
で
き
る
共
通
券
が
４
枚
、

一
般
商
店
で
利
用
で
き
る
券
が
７
枚
）

利
用
で
き
る
店　

取
扱
店
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
て
あ
る
市
内
商
店
な
ど

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
！

「
元
気
が
で
る
商
品
券
」発
売

信
州
中
野
商
工
会
議
所
会
員
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
２
１
９
１

問

期
間　
平
成
２７
年
３
月
ま
で
の
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
（
祝
日
、
休
園
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
１１
時

会
場　
市
内
公
立
保
育
所
の
園
庭

対
象　
就
学
前
児
童
と
保
護
者

持
ち
物　
着
替
え
な
ど

費
用　
無
料

そ
の
他　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当

日
、
保
育
士
に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
育
所
で
の
事
故
は
、
保
護
者

の
責
任
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
園
の
園
庭
を
開
放
し
ま
す

保
育
課
保
育
係
（
内
線
２９３
）

問

　
有
機
分
で
土
壌
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

●
な
か
の
「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」

販
売
日
　

６
月
1１
日
㈬
、
1５
日
㈰
、

2５
日
㈬

※
７
月
、８
月
の
販
売
は
行
い
ま
せ
ん
。

販
売
時
間　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

販
売
場
所　
中
野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

価
格
　
１
袋(
１５
㎏)

２
０
０
円

バ
ラ(

３
０
０
㎏
）
１
５
０
０
円

バ
ラ
（
５
０
０
㎏
）
２
５
０
０
円

※
バ
ラ
売
り　
要
予
約
（
10
日
前
）

●
未
土
利

販
売
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭

日
除
く
）

※
６
月
か
ら
販
売
を
再
開
し
ま
し
た
。

販
売
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

販
売
場
所　

平
岡
処
理
場(

ナ
ピ
ア

平
岡　
笠
原
５
８
０
番
地)

価
格
　
１
袋(

１５
㎏)

２
５
０
円

※
在
庫
が
少
な
い
た
め
、
売
り
切
れ

の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

汚
泥
発
酵
肥
料
　
な
か
の

「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」・「
未
土
利
」

上
下
水
道
課
監
理
係
（
内
線
28０
）

問
購
入
限
度
額　
１
人
当
た
り
10
万
円

販
売
場
所　
信
州
中
野
商
工
会
議
所

販
売
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
こ
の
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
は
、市
と

信
州
中
野
商
工
会
議
所
で
半
分
ず
つ
負

担
し
て
い
ま
す
。

30２０１４．６ 広報なかの



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

問市立図書館　☎（26）5841

ミッキーマウス　クラブハウス
いろいろないろ
　上映日時　６月１5日㈰　午後２時～

駅物語「長野電鉄　屋代線・木島線」
　上映日時　７月２日㈬　午後４時～

会場　図書館２階ＡＶホール(入場無料）

ビデオ上映会　としょかん★プチキネマ

新着
図書
情報

今
月
の

　今月の新着図書の一部を
紹介します。

親子で学ぶ科学図鑑
著／キャロル・ヴォーダ
マン　ほか
創元社
　「基礎からわかるビ
ジュアルガイド」親子でや
さしいサイエンス。広くて
深い知識が得られます。

水引デザイン
編／ｍ９０デザイン室
誠文堂新光社

　喜びや願い、祈りを込
め、様 な々かたちに結ばれ
てきた水引。
　美しく、情緒豊かな水引
の文化を、今の暮らしにふさ
わしいかたちにリデザイン。

　おくる、もてなす、よそおう――。
　伝統的な結びから新しい結びまで、水引の多
様な美しさ、楽しみ方を提案します。

豆の上で眠る（湊かなえ）／香夜（高樹のぶ子）
／首都崩壊（高嶋哲夫）／花子とアンへの道
（村岡恵理）／蒼い炎（羽生結弦）／クマンバチ
と手の中のキャンディ（松山三四六）／水玉の履
歴書（草間彌生）／百年の梅仕事（乗松祥子
ほか）／老いない腸をつくる（松生恒夫）／ニッ
ポン定番メニュー事始め（澁川祐子）／パターン
を活用した図解の技術（谷口功）／なぜ八幡
神社が日本でいちばん多いのか（島田裕巳）

●
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
コ
イ
の
放
流
は
、

当
分
の
間
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
行
う
場
合
は
、
漁
業
協

同
組
合
お
よ
び
水
産
試
験
場
に
相
談

し
、
安
全
確
認
を
得
た
上
で
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

●
河
川
、湖
沼
な
ど（
養
魚
場
や
個
人
の
池

は
除
く
）に
お
い
て
コ
イ
を
捕
ま
え
た
人

は
、生
き
た
ま
ま
コ
イ
を
持
ち
出
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
河
川
、湖
沼
で
コ
イ
の
異
常
を
発
見
し
た

と
き
は
速
や
か
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
イ
ヘル
ペス
病
に
感
染
し
た
コ
イ
を
食
べ

て
も
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の

ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
を

農
政
課
振
興
係
（
内
線
2５３
）

問

▼
募
集

第
１０
回
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

大
会
の
参
加
者
募
集

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係（
内
線
３６４
）

問
日
時　
７
月
４
日
㈮　
午
後
６
時
４５
分
開
会

会
場　
市
民
体
育
館　
参
加
料　
無
料

競
技
部
門　
①
一
般
女
子
の
部　

②
男
女

混
合
の
部　
③
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

参
加
資
格　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、

在
学
す
る
方
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

申
込
締
切　
６
月
２５
日
㈬（
定
数
に
な
り

次
第
、募
集
終
了
）

申

　
旧
主
要
戦
域
と
な
っ
た
陸
上
お
よ
び
遺

骨
収
集
の
望
め
な
い
海
上
な
ど
に
お
け
る

慰
霊
巡
拝
の
参
加
者
募
集

福
祉
課
厚
生
保
護
係
（
内
線
２７6
）

問

戦
没
者
の
遺
族
を
対
象
に
、厚
生
労
働
省

に
よ
る
慰
霊
巡
拝
が
行
わ
れ
ま
す
。

派
遣
地
域　
イ
ン
ド
、マ
リ
ア
ナ
諸
島
、マー

シ
ャ
ル
諸
島
、フィ
リ
ピ
ン
、硫
黄
島
な
ど

日
時　
７
月
４
日
㈮　
午
前
９
時
３０
分
～

見
学
場
所　

中
山
晋
平
記
念
館
、東
山
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

高
野
辰
之
記
念
館
、道
の
駅
ふ
る
さ
と
豊
田

※
市
役
所
集
合
、市
行
政
連
絡
バ
ス
で
移
動

申
込
締
切　
６
月
２０
日
㈮

費
用
　
２
６
８
円（
昼
食
代
）

市
の
施
設
見
学
参
加
者
募
集

庶
務
課
秘
書
広
報
係（
内
線
２１２
）

問
申

　

市
で
は
、市
民
参
加
に
よ
る
開
か
れ
た
市

政
を
進
め
る
と
と
も
に
、行
政
の
透
明
化
を

図
る
た
め
に
、情
報
公
開
制
度
・個
人
情
報

保
護
制
度
を
運
用
し
て
い
ま
す
。各
制
度
の

運
用
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
情
報
公
開
制
度
運
用
状
況

請
求
先　
市
長

請
求　
２
件（
非
公
開
１
件
、文
書
不
存

在
１
件
）　
※
公
開
、部
分
公
開
０
件

●
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

請
求
先　
市
長

請
求　
２
件（
開
示
２
件
）　
※
部
分
開

示
、不
開
示
、文
書
不
存
在
、訂
正
な
ど

０
件

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報

保
護
制
度
‐
平
成
２５
年
度
実
施
状
況
‐

庶
務
課
庶
務
文
書
係
（
内
線
2１１
）

問

31 ２０１４．６広報なかの
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32２０１４．６ 広報なかの

　個人市民税・県民税は、定額で課税される「均等割」
と、前年の所得金額に応じて課税される「所得割」で構
成されています。
　　「均等割」の税率が引き上げられます　平成２３年度
の税制改正により、東日本大震災に伴う復旧・復興のた
めの臨時的な税制上の措置として、本年度から平成35
年度までの間、「均等割」の税率が引き上げられます。
　　個人市民税・県民税それぞれ年額500円の引き上げ
　引き上げ税率は、個人市民税・県民税それぞれ年額
500円です。このため、本年度から「均等割」の税額が個人
市民税3,500円と個人県民税2,000円（長野県森林づく
り県民税500円を含む）を合わせた5,500円になります。
　　個人市民税・県民税は、６月から新年度分が課税　
　特別徴収の方は給料からの天引きでの納付となり、
普通徴収（個人納付）の方は６月中旬に納付書が届き
ますので、期限内の納付をお願いします。

個人市民税・県民税の均等割
税務課課税係（内線225・229）問

納期限　平成 26 年度個人市民税・県民税（普通徴収）
第１期の納期限は、６月 ３０ 日㈪です。

豆

①

税
の

知識
豆

⑫

豆

▼
催
し
・
イ
ベン
ト

期
間
　
６
月
２９
日
㈰
ま
で

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
　
中
山
晋
平
記
念
館
第
二
展
示
室

内
容
　
主
に
晋
平
が
作
曲
し
た
童
謡
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
人
形
作
品「
帰
り
道
」「
お
だ

ち
ん
」「
頑
固
ば
ー
さ
ん
の
家
出
」を
展
示

高
橋
ま
ゆ
み
人
形
と

中
山
晋
平
童
謡
の
世
界

中
山
晋
平
記
念
館　

☎
�
７
０
５
０

問

　
長
野
市
を
開
催
地
と
し
て
、食
育
推
進

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。入
場
は
無

料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
２１
日
㈯
　
午
前
１０
時
３０
分
～

午
後
５
時
、６
月
２２
日
㈰
　
午
前
１０
時
～

午
後
４
時
３０
分

会
場
　
エ
ム
ウ
ェー
ブ（
長
野
市
）

内
容
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、ブ
ー
ス
出
展
な
ど

し
あ
わ
せ
信
州
食
育
フェ
ス
タ

２
０
１
４

長
野
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
政

策
課
☎
０
２
６（
２
３
５
）７
０
９
３

問

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
２
８
７

問
期
日
　
６
月
１４
日
㈯
　
※
雨
天
中
止

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

申

　
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
柳
沢
遺
跡

出
土
品
を
中
心
に
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
　
６
月
１１
日
㈬
～
８
月
１７
日
㈰
　

（
火
曜
日
休
館
）　
※
観
覧
料
な
ど
、詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

市
立
博
物
館

「
銅
戈
・
銅
鐸
と
柳
沢
遺
跡
」

市
立
博
物
館　

☎
�
２
０
０
５

問

　
国
土
交
通
省
で
は
、６
月
を「
不
正

改
造
車
排
除
強
化
月
間
」と
し
て
重

点
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い。

６
月
は
「
不
正
改
造
車
排

除
強
化
月
間
」
で
す

国
土
交
通
省
北
陸
信
越
運
輸
局

長
野
運
輸
支
局

　

☎
０
２
６（
２
４
３
）５
５
２
５

問
会
場
　
間
山
温
泉
公
園
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

内
容
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
表
彰
式
、

昼
食
交
流
会
　
　
定
員
　
３０
人

参
加
料
　
無
料
（
昼
食
代
は
実
費
）

持
ち
物
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
で
き
る

靴
・
服
装
、
昼
食
代
、
入
浴
セ
ッ
ト
な
ど

豆

年金
　６月13日㈮に支給される４月・５月分の年金額が、
平成25年10月から平成26年３月までの年金額に比べ
て、0.7％少なくなります。
　これは、過去に物価が下落したにもかかわらず年金
額を据え置いたことで、特例的に高い水準であった年
金額を本来の年金水準に戻すために、法律に基づいて
行われるものです。
年金額改定通知書が送付されます
　現在受給中の方には、６月４日以降に、日本年金機
構から年金振込通知書と一体となったハガキが順次送
付されますので、ご確認ください。
今後も引き下げが予定されています
　平成27年４月にも0.5％の減額が予定されており、
今回の引き下げと合わせて、１.２％の減額が予定され
ています。
　長野北年金事務所　☎026(244)4100
市民課国民年金係（内線237）

年金額が減額となります

平日午前8時30分～午後5時15分　

一般的な相談は「ねんきんダイヤル」　☎0570（05）1165

問



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

電子商取引での架空請求にご注意！
事例　携帯電話で音楽をダウンロードしようと思い、

「無料」の音楽サイトに登録した。しかし、実際は「有
料」の出会い系サイトに登録したことになっており、後
日、業者から高額なサイト利用料の請求がきた。
アドバイス　これは架空請求と呼ばれ、使った覚えの
ない有料サイトの利用料などを請求し、料金を騙し取
る手口です。業者から請求があっても、利用していな
ければ代金を支払う必要はありません。
　また、請求してきた相手先へは絶対に連絡をしない
でください。連絡をしてしまうと、住所や氏名、カード情
報などを聞かれ、次 と々身に覚えのない請求が届くこ
ともあります。
解決方法　しつこい請求は、ドメイン指定拒否の設定
をし、必要に応じてメールアドレスを変更しましょう。ま
た、メールの内容は証拠として残しておきましょう。困っ
たときは消費生活相談窓口までご相談ください。

問い合せ・消費生活相談窓口
市民課生活交通安全係（内線238）
長野県長野消費生活センター　☎026(223）6777

消費者トラブル と 解決法消費生活
相談

4５

3３ ２０１４．６広報なかの

▼展示
市立博物館

㊡火曜日
☎ 22-2005

常設展示室「中野市の自然と歴史・
文化・重要文化財柳沢遺跡展示室」
西沢今朝夷水彩画展「ふるさとの記憶」

中野陣屋・
県庁記念館
㊡火曜日

☎ 23-2718

陣屋バラまつり特別展「バラのアレンジ
メント展」　６月1２日㈭～１５日㈰
阿部澄夫グラフィック展「薔薇バラ切り
貼りアート」　６月1２日㈭～２２日㈰
佐藤いずみ工作展　６月30日㈪まで
三ツ井きみ子・中沢瑞枝「花と人形展」
６月26日㈭～７月６日㈰

ご寄付ありがとうございました
和匠会　様
現金　36,120円　環境保全のため
長野市　油井　薫　様
ふるさと寄附金　100,000円
埼玉県さいたま市　清水　伸二　様
ふるさと寄附金　10,000円
北信少年サッカーリーグ　様
少年用サッカーゴール（アルミ製）２組　少年サッカーの
普及拡大と安全確保のため
問　庶務課秘書広報係（内線400）申

▼相談日程
子ども相談 期日　毎週月～金曜日 時間　午前８時30分～午後５時15分

会場　市役所子ども相談室 子ども相談室（内線278）

保健師による保健相談 期日　毎月第２・４金曜日（休所日を除く）　時間　午前10時～11時
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）

中央子育て支援センター
☎（22）2259

定期健康相談 ①期日　毎週水曜日　時間　午前10時～11時30分　会場　中野保健センター
②期日　毎月第１木曜日　時間　午前10時～11時30分　会場　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
(内線242)

高齢者の方のための総合相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　中野保健センター

高齢者支援課介護予防
包括支援係（内線366）

行政相談 期日　６月10日㈫、７月１０日㈭　時間・会場　①午前９時～11時30分　豊田支所
相談室　②午後１時～４時　市民会館44号会議室

庶務課庶務文書係
(内線211)

消費生活相談 期日　毎週月～金曜日 時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　市役所市民課生活交通安全係

市民課生活交通安全係
(内線238)

女性相談　面接は予約制 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く） 時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　中野人権センター

人権・男女共同参画課
☎（23）4810

身体障がい者相談所 予約制 期日　毎月第１・３水曜日　時間　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

福祉相談・ボランティア相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

心配ごと相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

結婚相談　予約制 期日　毎週月～金曜日　時間　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

法律相談　予約制 期日　毎月第１・３月曜日（月曜休日の場合は翌火曜日）
時間　午後１時30分～３時30分　会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

職業相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時30分～午後５時
会場　中野市地域職業相談室（南宮庁舎）

中野市地域職業相談室
☎（23）4710

交通事故巡回相談 期日　６月１９日㈭ 時間　午前10時～午後３時
会場　北信合同庁舎

北信地方事務所
☎（22）3111
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延徳小学校　６年黒
く ろ さ き

﨑　万
ま ゆ

由さん

　
私
の
夢
は
、
老
人
施
設
の

看
護
師
で
す
。
私
の
お
母
さ

ん
と
お
父
さ
ん
は
そ
の
仕
事

を
し
て
い
て
、
四
年
生
の
夏

休
み
に
お
母
さ
ん
の
職
場
で

仕
事
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
朝
八
時
か
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
あ
り
、
そ
の
後
に
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
体

温
や
血
圧
を
は
か
っ
た
り
し

ま
し
た
。
お
昼
ご
飯
は
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
食
べ
る
の
を
手
伝
っ
た
後

に
食
べ
る
の
で
、
食
べ
る
時

間
も
な
く
て
仕
事
は
大
変
だ

な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
で
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
話
し
か
け

て
く
れ
た
り
、
私
が
声
を
か

け
る
と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
お

し
ゃ
べ
り
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
す
る
の
で
接
す
る
の
が
楽

し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

も
っ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
役
に
立
ち
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
た
め
に
、
看
護
師
の

専
門
学
校
に
入
学
し
て
勉
強

を
が
ん
ば
っ
て
、
夢
を
か
な

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

3４２０１４．６ 広報なかの

看護師になりたい！

夢
No.1１０

▼
故
郷
、
朧
月
夜
、
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
の
唄
を
特
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歌
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
私
の

中
で
心
地
よ
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流

れ
続
け
ま
す
。
私
は
、
目
を
閉
じ

る
と
水
田
と
新
緑
に
満
ち
た
山
が

浮
か
び
ま
す
が
、
さ
て
、
皆
さ
ん

の
心
の
中
に
は
ど
ん
な
景
色
が
浮

か
ん
だ
で
し
ょ
う
か—

。（
芳
澤
）

▼
「
中
野
の
チ
カ
ラ
」
で
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
原
香
恋
さ
ん
。

あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
探
究
心

に
、
私
自
身
と
て
も
刺
激
を
も
ら

い
ま
し
た
。
本
当
の
体
験
を
通
じ

て
得
ら
れ
る
も
の
の
大
き
さ—

。

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
や
、
子
育
て

に
お
い
て
大
切
な
も
の
を
教
え
て

も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。
（
中
沢
）

▼
今
月
号
編
集
時
に
、
結
婚
を
し

ま
し
た
。
職
場
の
方
々
を
含
め
、

本
当
に
多
く
の
人
た
ち
に
祝
福
さ

れ
て
新
し
い
人
生
を
ス
タ
ー
ト
で

き
る
こ
と
に
、
心
か
ら
幸
せ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
一
皮
む

け
た
姿
で
頑
張
り
ま
す
。
（
仲
條
）

面積：１１２．０６㎢
人口：44,308 人（－ 11）
　男　：21,429 人（±０）
　女　：22,879 人（－ 11）
世帯数：15,465 戸（＋ 19）
【平成 ２6 年５月１日現在】
（　）は前月比、平成 ２２ 年
国勢調査を基に推計

編
集
後
記
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